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競輪の補助金を受けて実施 したものですこの事業はoo







序

デー タ ベ ー ス は、 わが 国 の情 報 化 の 進展 上 、 重 要 な役 割 を果 た す も の と期 待 され てい る。

今 後 、 デ ー タベ ー スの 普 及 に よ り、 わ が 国 に おい て健 全 な高 度 情 報 化 社 会 の形 成 が 期待 さ

れ る。 さ ら に海 外 に対 して 提 供 可 能 な デ ー タベ ー ス の整 備 は 、 国 際 的 な情 報 化 へ の貢 献 お

よ び 自 由 な 情 報 流 通 の 確 保 の観 点 か ら も必 要 であ る。 しか しな が ら、 現 在 わ が 国 で流 通 し

て い る デ ー タベ ー スの 中 で わ が 国独 自な もの は1/3に す ぎな い の が 現 状 で あ り、 わ が 国

デ ー タベ ー ス サ ー ビス ひ い て はバ ラ ンス あ る情 報産 業 の健 全 な発 展 を 図 る ため に は、 わ が

国独 自の デ ー タベ ー ス の構 築 お よ びデ ー タベ ース 関 連技 術 の研 究 開発 を強 力 に 推 進 し、 デ

ー タベ ー ス の 拡 充 を図 る 必 要 が あ る。

この よ う な要 請 に答 え る ため 、(財)デ ー タベ ー ス 振 興 セ ン タ ー で は 日本 自 転 車 振 興会

か ら機 械 工 業 振 興 資 金 の 交 付 を受 け て、 デ ー タベ ー ス の構 築 お よび技 術 開発 に つ い て民 間

企 業 、 団体 等 に対 して委 託 事 業 を実 施 して い る。委 託 事 業 の 内 容 は 、社 会 的 、 経 済 的 、 国

際 的 に重 要 で 、 ま た地 域 お よ び産 業 の 発 展 の促 進 に寄 与 す る と考 え られ てい る デー タベ ー

ス の構 築 とデ ー タベ ー ス作 成 の 効 率化 、 流 通 の促 進 、利 用 の 円 滑 化 ・安 易化 な どに関係 し

た ソ フ トウ ェ ア技 術 ・ハ ー ドウ ェ ア技 術 で あ る。

本 事 業 の推 進 に 当 って 、 当財 団 に学 識 経 験 者 の 方 々 で構 成 され る デ ー タベ ー ス構 築 ・技

術 開発 促 進 委 員 会(委 員 長 山梨 学 院 大 学 教授 蓼 沼 良一氏)を 設 置 して い る。

この 「地 域 情 報 を対 象 に した分 散 協 調 型 デ ー タ ベ ー ス シス テ ムの 開発 」 は平 成5年 度 の

デ ー タベ ー ス構 築促 進 お よ び技 術 開発促 進 事 業 と して 、 当財 団 が株 式 会 社 エ マ ー ズ に対 し

て委 託 実 施 した課題 の 一 つ で あ る。 この 成 果 が 、 デ ー タベ ー ス に興 味 を お持 ち の 方 々 や諸

分 野 の 皆 様 方 の お役 に立 て ば幸 いで あ る。

なお 、 平 成5年 度 デ ー タベ ー ス の構 築促 進 お よ び技 術 開発 促 進 事 業 で 実 施 し た課 題 は次

の 表 の とお りで あ る。

平成6年3月

財 団 法 人 デ ー タベ ー ス振 興 セ ン ター
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1 は じめ に

1.1背 景

我 が 国 の デ ー タ ベ ー ス の構 築 と利 用 は 、 欧米 諸 国 に比 べ て まだ か な り遅 れ て る の が

実 状 で あ るが 、 そ の 原 因 の最 大 の もの は デ ー タベ ー ス の 重 要性 に対 す る認 識 の 欠 如 で

あ る。 しか し、積 極 的 に デ ー タ ベ ー ス を構 築 しそ れ を活 用 しよ う と し た場 合 で も 、 現

在 の 我 が 国 で は そ の た め の環 境 が 十 分 に整 っ て い な い。 ま た 、 この よ うな 環境 の 充 実

の ほ か に 、 デ ー タベ ー ス とい え ばす ぐに大 規 模 な もの だ け を想 定 す る の で は な く、小

規 模 で も有 用 で 質 の 高 い デ ー タ ベ ー ス を 数多 く構 築 し、 そ れ らの集 合 を あ た か も1つ

の大 きな デ ー タベ ー ス とみ なす 、 とい う分 散 方 式 へ の 発 想 の転 換 も必 要 で あ る。

デ ー タ ベ ー ス の た め の 環境 とは、 基 本 的 に は デ ー タベ ー ス を容 易 に作 成 で き る機 能

と、 デ ー タベ ー ス を 効 果 的 に利 用 す る の に必 要 な ネ ッ トワ ー ク機 能 で あ る。 も ち ろ ん

両 者 に共 通 して 要求 され るの は、 優 れ たユ ーザ イ ンタ フ ェ ー ス で あ る。

デ ー タ ベ ー ス を 作 成 す る た め の ソ フ ト ウェ ア は 、 多 くの もの が市 販 され て い る が 、

こ れ ら は比 較 的 規模 の大 き なデ ー タ を対 象 に してお り、 小 規模 な デ ー タベ ース の 構 築

に は 、 簡便 性 、 効 率 、 経 済 性 な どの 面 で必 ず しも適 して い る とは い え な い 。 ま た 、 そ
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の よ う な ソ フ トウ ェ ア を用 い て 実 際 にデ ー タ ベ ー ス を作 成 す る に は、 一 般 にあ る程 度

の 専 門 知 識 が 要 求 さ れ 、誰 もが 簡 単 に利 用 す る とい うわ け に は い か な い。

一 方 、 従 来 の デ ー タ ベ ー ス は、 メ デ ィ ア と して は文 字 を基 本 と して い た。 しか し、

多様 な メ デ ィ ア に対 す る情 報 処 理 技 術 の 進展 に よ り、 最 近 は デ ー タベ ー ス にお い て も

多 メデ ィ アへ の対 応 が 要 求 され る よ うに な っ た 。 とこ ろ が 、 そ の よ う な要 望 に応 え ら

れ る優 れ た ソ フ トウ ェ ア は今 の と ころ あ ま り開発 され て い な い。 ネ ッ トワー ク に 関 し

て は、 最 近急 速 に イ ン ター ネ ッ トの構 築 が進 み 、 地 域 内 、 国内 、海 外 等 との ネ ッ トワ

ー ク利 用 が盛 ん に な っ た
。 しか し、 この イ ン ター ネ ッ トで デ ー タベ ー ス の構 築 と そ の

利 用 が 簡 単 に行 え る よ うな ソ フ トウ ェア は現 在 ほ と ん ど開発 され て い な い。

以 上 の こ とか ら も分 か る よ うに 、我 が 国 の デ ー タベ ー ス の 構 築 と利 用 の活 性 化 の た

め には 、 イ ン ター ネ ッ トで動作 し、個 人 も含 め て 誰 もが 簡 単 に扱 え、 小 規 模 な デ ー タ

を対 象 に して い るが その 統 合 が 可 能 で 、 マ ル チ メ デ ィ ア に も対 応 で き る よ うな 、 デ ー

タベ ー ス用 ソ フ トウ ェ ア(図1-1)を 開発 し流 通 させ る こ とが 、 そ の方 策 の1つ で あ

る 。 本 プ ロ ジ ェ ク ト で は この よ う な 要 求 を 満 た す ソ フ ト ウ ェ ア と し て 、

MineS(MultimediaInformationNetworkEnvironmentServices)を 設 計 しプ ロ トタ イ

プ シス テ ムを 開発 した。

1.2本 報告 書 の 構 成

MineSは 一 般 の ユ ー ザ に広 く提 供 す る実 用 的 な シス テ ム を 目標 と して い る が 、 従 来 、

イ ン タ ー ネ ッ トを利 用 した本 格 的 な シ ス テ ム 開発 は、 デ ー タベ ー ス シ ス テ ム 、 マ ル チ

メ デ ィ ア ア プ リケ ー シ ョン、個 人利 用 を対 象 に した ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス 、 い ず れ に

お い て も例 が な い。

そ の よ うな背 景 か ら、MineSの プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム 作成 に 当 っ て は、 新 しい概 念

や 機 能 を取 り入 れ ざ る を えず 、 新 規 の 技術 開 発 や 研 究 開 発 とい う側 面 も持 た ざ る を得

な い。 そ の ため 、 この 報 告 書 で は、 単 に プ ロ トタ イ プ の 技術 資料 を述 べ る だ け で な く、

上 記 の よ うな状 況 の 把 握 、 そ の 状 況 下 で の シ ス テ ム の あ りか た も議論 して い る 。 つ ぎ

に、MineS開 発 の 背 景 、 設計 目標 、 構i造 と機 能 、 実 装 、 運用 と 評価 な ど に つ い て 述 べ

る。

本 報 告 書 の 構 成 を 図1-2に 示 す 。 本 報 告 書 は、 大 き く4部 か ら構 成 され て お り、 そ

れ ぞれ 、 第1部(1章 ～5章)、 第2部(6章 ～9章)、 第3部(10章 ～13章)、

第4部(14章 ～17章)で あ る 。
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イ ン タ ー ネ ッ ト

、規 模 デ ー タ
、

個人利用

パ ー ソナ ル デ ー タ

地 域 デ ー タ

マ ル チ メ デ ィ アデ ー タ

r

ユーザ イ ンタフ ェース

ハ イパー テキス ト型

多機種 に対応

＼ ノ
、

＼ ノ

用 、個 人 で の シス テ ム 開発 が可 能 な

コ ン ピュ一 夕 ネ ッ トワー ク

ーノ

図1-1シ ステム開発 の3つ の視点
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1部

現状の把握 と調査

MineSの 要求定義

1.は じ め に

2.地 域 に お け るデ ー タ ベ ・一一ス の現 状 と課題

3.デ ー タベ ー ス利 用 の 現 状 と課題

4.イ ン ター ネ ッ トの 現 状 と課題

5.MineSの め ざす もの

2部

要求定義 を満たすためのシステム構成

MineSの システム仕様書

各機能の仕様

6.MineSの ア ー キ テ ク チ ャ

7.MineS/DB機 能

8.MineS/UI機 能

9.MineSICS機 能

3部

MineSシ ステム仕様の構築の実証

今回の開発の範囲の明確化

MineSの 実装

10.MneSの 実 装

ll.MineS/DBの 実 装

12.MineS/UIの 実 装

13.MineS/CSの 実 装

4部

実際の地域データを用いた運用

システム仕様の妥当性の確認

要求定義の充足の確認

14.MineSの 運 用

15.MineSの 評 価

16.展 望

17.お わ りに

図1-2本 報告書 の構成
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第1部(1章 ～5章)で は、 ま ず は じめ に 、 現状 の把 握 につ い て調 査 お よ び議 論 し、

MineSの あ る べ き姿 に つ い て考 察(2章 ～4章)し た。 特 に イ ンタ ー ネ ッ トを用 い た

デ ー タ ベ ー ス サ ー ビス につ い て詳 述 して い る。5章(MineSの め ざす もの)で は、 そ

れ らを ま とめ 、MineSの め ざ す もの を明 確 に して い る。 す な わ ち、5章 はMineSの 要

求 仕様 で あ る 。

第2部(6章 ～10章)で は第1部 で 明 らか に され たMineSの 要 求 定 義 を 実 際 に構…

棄 す る た め の シス テ ムの 構 成 に つ い て述 べ て い る。 これ は 、 要 求定 義 を満 た す た め の

シス テ ム構成 の一 例 で あ る と と も に、MineSの 要 求 定 義 の構 築 可 能性 を実 証 す る ため

で も あ る。 第2部 で は 、6章 にお い てMineSシ ス テ ムの 全 体 像 につ い て 述 べ て い る。

これ は 、5章 の要 求 定 義 に対 す る、 シ ス テ ム 仕様 書 に対 応 す る部 分 で あ る。6章 で 明

らか に され た シ ス テ ム の 各 部(デ ー タベ ース 機 能(DBE)、 ユ ーザ ー イ ン タ ー フ ェー

ス機 能(UIE)、 通 信 機 能(CSE))の 詳細 はそ れ ぞ れ 、7章 、8章 、9章 で述 べ て

い る。

第3部(10章 ～13章)で は第2部 で示 され た シス テ ム仕 様 書 に も とつ く、 具 体

的 な実 装 につ い て述 べ 、 一 実現 例 を示 す 。 こ の 実装 に あ た っ て、 まず は じめ に、10

章 に お い て 今 回 の 開 発 の 範 囲 を 明確 に し て お く。 そ の 後 、 開 発 範 囲 に お け る 各 部

(DBE、UIE、CSE)の 実 装 につ い て は 、11章 、12章 、13章 で述 べ て い る。

第4部(14章 ～17章)で はMineSシ ス テ ムの 運 用 お よび評 価 につ い て 述 べ 、 最

後 に展 望 を ま とめ る。14章(運 用)に お い て は、 第3部 で構 築 したMineSシ ス テ ム

に実 際 の 地 域 デ ー タ(東 北 通 商 産 業 局 ,1993)を 入 れ 運 用 した結 果 につ い て そ の概 要

を述 べ る。15章(評 価)で は、MineSシ ス テ ムの 評価 を 以 下 の2点 を確 認 す る こ と

に よ り行 な う。 す な わ ち以 下 の2つ で あ る。(1)具 体 的 に構 築 さ れ たMineSシ ス テ

ムが シ ス テ ム仕 様 書 を満 た し て動 作 す る か 、(2)こ の シス テ ムが5章(MineSが め

ざす もの)で 述 べ た要 求 定 義 を満 た し、 目的 を達成 して い るか 。

一5一



2地 域 に お けるデ ー タベ ー ス の

現 状 と課 題

2.1は じ め に

国 として情報化 を推 進 し、 国内全体 に高度 な情 報基盤 を確 立 す るこ とは、近代 国家

の要件 である。 しか し、従 来の情 報化 は首都 圏 を中心 と した中央集権 的 な形で展 開 さ 、

れて きた傾向が強 い。 したが っ て、情報 は中央 に集積 され、その発信 は中央か らの一

方 向が大部分 で あった。 この ような情報化 は点 あるいは線 の情報化 といえ る(図2-1

(a))。

国 の情 報 化 は部 分 的 な 実 現 で は ほ とん ど意 味 が な く、 国 内 全 域 が 情 報 化 され て 初 め

て大 き な効 果 が得 ら れ る。 そ の よ うな観 点 か ら、 こ こ数 年 来 、 全 国 の 各 地 で地 域 情 報

化 が活 発 に推 進 され て き た。 地 域 の情 報 化 が 実 現 し、 さ ら に地 域 同士 が ネ ッ トワ ー ク

で結 ば れ れ ば 、 よ り広 域 の 情 報化 へ と発 展 す る 。 これ は 面 の 情 報 化(図2-1(b))

と もい え る もの で 、 これ こ そが 情 報 化 の望 ま しい姿 とい え る。
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一つの情 報源 か らの方向性 のあ る情報の流 れ
複数 の情 報源 による情報の流 通

情報の相 互作 用 、情報 のネ ッ トワー ク化

(a)線 の情報化 (b)面 の情報化

図2-1線 の情報化 と面の情報化

地域の情報源 としてのデータベース

複数の地域での複数の情報源の創造

複数の情報源のネッ トワーク化

↓
情報源 を複数の メデ ィアで表現

地方色豊かなデータは多 く存在する

その多 くはデー タベース化 されていない

その ため情報 源 と して利 用で きない

その ためネ ッ トワー ク化が で きない

各 地域 のデー タの デー タベース化

デー タベースの ネ ッ トワーク化

↓
データベースの容易な構築

データベースの利用手段の構築

コンピュータネッ トワークを用いた情報源のネッ トワーク化の支援

図2-2情 報 の ネ ッ トワ ー ク化 と デ ー タ ベ ー ス
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2.2地 域 情 報 化 とデ ー タベ ース

この よ うに地 域 情 報化 は重 要 な役 割 を も って い るが 、 一 方 で は様 々 な課 題 を抱 え て

い る 。 地域 情 報 化 で は何 ら かの 地 域 情 報 シス テ ム を構 築 す る こ と にな る が 、 そ の た め

の予 算 の獲 得 と人 材 不 足 は共 通 の 問題 で あ る 。 ま た、 地 域 情 報 シス テ ム が完 成 した と

して も、 そ の利 用 を普 及 させ る の に は、継 続 的 な啓 蒙 活 動 と時 間 を要 す る。

地 域情 報 シス テ ムが 真 に有 用 な もの と して、 地 域 住 民 は も と よ り外 部 の 人 に も 受 け

入 れ ら れる ため に は 、 優 れ た情 報 の 蓄 積 とそ の発 信 が行 わ れ な け れ ば な ら ない 。 つ ま

り、 デ ー タベ ー ス の 構 築 とそ の 利 用 手 段 の 提 供 が必 要 で あ る。 しか し、 この デ ー タベ

ー ス の 構 築 は多 くの 場 合 、遅 々 と して進 ま な い の が現 状 で あ る。 その 理 由 の1つ は、

デ ー タベ ー ス の作 成 に は多 くの 労 力 、時 間、 専 門知 識 な どが 必 要 だ か らで あ る。

と ころ が 、 地 域 に は い ろい ろ な 関係 者 に よ って 収集 され た 、 地 方 色 豊 か な優 れ た情

報 が多 数 存 在 す る。 しか も、 そ れ らの多 くは そ れ ほ ど規 模 は大 き くな く、 既 にパ ソ コ

ンや ワ ー プ ロ の記 録 媒 体 に保 存 さ れ て お り、 そ の ま ま コ ン ピュ ー タの 記 憶 装 置 に 移 す

こ とが 可 能 で あ る。 これ を直 接 デ ー タベ ー ス 化 で きれ ば 、 改 め て デ ー タを入 力 す る必

要 は な く、労 力 は著 し く軽 減 さ れ る と と も に、 デー タ の信 頼 性 も保 つ こ とが で き る。

地 域 の 情 報 は特 に、 文 字 だ け で は な く静 止 画 や 動 画 あ る い は音 な ど様 々 なメ デ ィ ア

と併 せ て 表現 され て い る こ とが 多 い 。 したが っ て、 地 域 情 報 の デ ー タ ベ ー ス化 に 当 た

っ て は、 マ ル チ メ デ ィ アへ の対 応 は必須 の 条件 とな る。

た と え規 模 は小 さ くて も有 用 な 地 域 情 報 を、 一 つ一 つ デ ー タベ ー ス 化 してい く こ と

に よ り、 地域 情 報 の デ ー タ ベ ー ス 群 が で きる 。 そ れ ら を イ ン ター ネ ッ トを介 して1つ

の デー タベ ー ス の よ うに見 せ る こ とが で きれ ば 、 巨大 な 地 域情 報 デー タベ ース が 構 築

で きる こ と にな る。(図2-2参 照)

2.3情 報 の分権 的分散 と情 報の協調

一 般 に
、分 散 に は2つ の種 類 が あ る。 す な わ ち 、(1)あ る もの(事 柄)を2つ 以

上 の もの に分 割 す る こ と(distribute、 分 割 的分 散)、 お よび、(2)あ る もの(事 柄)

を(そ れ ぞれ で統 治 機 能 を もつ 、 す な わ ち、 自律 的 な)2つ 以 上 の も の(事 柄)に よ

っ て統 治 す る こ と(decentralize、 分 権 的分 散 。 以 下 特 に こ とわ ら な い か ぎ り分 散 と は

分 権 的分 散 を指 す もの とす る)で あ る。

情 報 源 に関 して言 え ば 以 下 の よ う に なる 。 図2-1(a)に 示 す線 の情 報化 は、 同 一

の情 報 源 を複 数 の場 所 へ分 割 的 に分 散 させ て い る と見 る こ とが で き る 。 つ ま り、 こ れ
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は情 報 源 の 分 割 的分 散 で あ る。 そ れ に対 して 、 面 の情 報 化(図2-1(b))は 、 そ れ

ぞ れ す で に存 在 す る 情 報 源 が 、 他 の情 報 源 と相 互 に影 響 をお よぼ し全 体 と して 、 新 た

な情 報 源 を形 成 して い る と考 え る こ とが で き る。 す な わ ち 、 そ の 情 報 源 自身 は 自律 的

で あ る が 、 た が い に相 互 作 用 を お よぼ す こ と に よっ て 、 ま た違 っ た情 報 源 とな る 質 的

変化 を 与 え る こ とが で きる情 報 源 の シス テ ム で あ る。 こ れ は、情 報 源 の分 権 的分 散 の

例 で あ る。

デー タ ベ ー ス を例 に とれ ば 以 下 の よ う にな る。 た とえ ば 、 現 在 公 衆 回線 を用 い て1

箇 所 か ら複 数 の デー タベ ー スヘ モ デ ム とパ ソ コ ン を用 い て ア クセ ス す る こ とが で き る。

一例 と して
、A新 聞 デ ー タベ ー ス とB研 究論 文 デ ー タベ ー ス とす る。A新 聞 にP教 授

の もつ 特 許 を も と に したX製 品 の紹 介 が あ り、 そ の特 許 に関す る論 文 を探 したい 、 と

い う状 況 を考 え る。 こ の時 通 常 は 、 以下 の よ う にな る。

(手 順1)ま ずA新 聞 デ 一 夕ベ ー スヘ ア クセ ス し、Xの 商 品情 報 を得 る。

(手 順2)次 にB研 究 論 文 デ ー タベ ー ス でP教 授 の 論 文 を探 す 。

つ ま り、 これ らデ ー タ ベ ー ス群 は、 以 下 の よ うな状 況 で あ る とい え る 。

(状 況1)(公 衆 回 線 と言 うひ と つ の ネ ッ トワ ー クで統 合 さ れ て い る と もい え な

くは ない が)双 方 の デ ー タベ ー ス は た が い に ま っ た く異 な る ネ ッ トワー ク

(こ の 場合 は電 話 番 号 で 区別 さ れ る)に 存在 す る。 す な わ ち、 一 般 的 に い

え ば 、複 数 の 情 報 源 の ネ ッ トワ ー ク化 が で きな い こ と を意 味 す る 。

(状 況2)Aデ ー タ ベ ー スの 結 果 をBデ ー タベ ー ス で の検 索 へ 反 映 す る と が で き

な い 。 す な わ ち、 一 般 的 に い え ば 、複 数 の デ ー タ ベ ー ス 間 で の デ ー タの 相

互 利 用 が で き な い 。 こ の こ とは 言 う ま で もな く、 デ ー タベ ー ス を用 い た 情

報 の 相 互作 用 を行 な え な い こ と を 意味 す る。 これ は 特 定 の デ ー タ 間 で は デ

ー タ の相 互 利 用 が で きな い こ と を あ ら わす が 、 そ の 仕 組 み は デ ー タベ ー ス

間 で 有 して い な け れ ば な らな い た め 、 この意 味 で は デ ー タ ベ ー ス 群 の協 調

的 利 用 が で き ない こ と を意 味 す る 、 と も言 え る。

以 上 の'(状 況1)、(状 況2)の 解 決 法 は 、 以 下 の よ う に一 般 化 で きる。 す な わ ち、

デ ー タ ベ ー ス の分 割 的分 散 は面 の 情 報 化 の た め に は あ ま り役 に立 た な い。 上記 の 例 で

情 報 の 相 互 作 用 、 ネ ッ トワー ク化 を可 能 にす る た め に は 、(1)複 数 の デ ー タベ ー ス

に(仮 想 的 で も よい が)同 時 に ア ク セ ス で き る よ う、(仮 想 的 で も よ い が)一 つ の ネ

ッ トワ ー ク上 に存 在 す る こ と、 お よ び、(2)そ れ ぞれ の デー タ ベ ー ス 間 の協 調 的利

用 が 可 能 な こ と、 で あ る。 また 、 地 域 の情 報 源 と して デ ー タベ ー ス を 考 え た場 合 は 、

さ らに 、(3)そ れ ぞ れ が 、構 築 時 は独 自 に 存 在 しなが ら も、 他 の デ ー タベ ー ス と相

互 利 用 で き る こ と、 が必 要 で あ る 。 これ ら、(1)～(3)の 用 件 は と り も直 さず 、
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データベース に分権 的分散 が必 要であ り、かつ協調 的機 能の必 要性 を意味す る。
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3 デ ー タベ ー ス利 用 の現 状 と課 題

3.1は じ め に

必 要 な 情 報 をす み や か に提 供 で きる デ ー タベ ー ス は 、情 報 化 社 会 に お い て最 も重 要

な役 割 を演 じる 。企 業 は情 報 を 整 理 し蓄 積 し企 業活 動 に有 効 に利 用 し よ う と努 め る。

企 業 活 動 に お い て デ ー タベ ー ス は宝 で あ り、 有 効 な利 用 が企 業 活 動 を 高 め る。 ま た 、

収 集 し た情 報 を 、外 部 ヘ サ ー ビ ス と して提 供 す る こ と も あ る。 これ が デ ー タベ ー ス サ

ー ビス で あ り、 こ こで は情 報 が 商 品 の よ うに売 買 され る。

デ ー タ ベ ー ス は 企 業活 動 だ け に利 用 さ れ てい る の で は ない 。個 人 が 研 究 に仕 事 に デ

ー タベ ー ス を利 用 し は じめ て い る
。情 報 が 商 品 とな る情 報 化社 会 で は 、 工 場 の よ うな

大 規 模 な 設備 を必 要 と しな い た め 、個 人 の活 動 の 場 を広 げ る可 能 性 を 秘 め て い る 。個

人 の住 宅 が公 衆 回線 を{支 う こ と で会 社 と同 じ環 境 に な る こ とが で きる 。 通 信 回線 を道

路 に例 え れ ば 、 情 報 が集 ま り、 人 が集 ま るデ ー タベ ー ス は都 市 に な る 。 ま た 、 デ ー タ

ベ ース は余 暇 で の利 用 、教 育 で の利 用 に も期 待 され る。 世界 中 を結 ん だ イ ン ター ネ ッ

ト上 で の デ ー タベ ー ス サー ビス は新 た な サ ー ビス へ の期 待 が あ る。
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3.2デ ー タ ベ ー ス の 役 割

1900年 か ら1970年 の 間、85の 主 要 な 米 国 の大 学 で は 図書 館 の 蔵 書 数 が17年 ご とに2

倍 に増 え 、年 成 長 率4.19。 で あ っ た(Bel1,1979,p.189)。Williams(1987)は 、 世 界 中 の

オ ンラ イ ン文 書 の 数 は1985年 現在17億 で 、急 激 に増 え て い る と推 測 して い る。

この よ う に、膨 大 な書 籍 が 毎 年 発 刊 さ れ る今 日 、必 要 な書 籍 を 図書 館 だ け で探 す こ

とは難 しい 。 特 に専 門書 は発 行 部 数 も少 な く 、検 索 を さ ら に難 し く して い る。 必 要 な

書 籍 を探 し求 め る に は専 用 の デ ー タベ ー ス が不 可 欠 と言 え る。

これ ら デ ー タベ ー ス の必 要 性 は 、 な に も書 籍 に 限 っ た問題 で はな く、 情 報 化 、 国 際

化 の 進 ん だ今 日で は 日々 膨 大 な量 の情 報 が 生 み 出 され 、 消 え て行 く。 そ れ らを整 理 し、

円滑 に利 用 で きる様 に す る こ とが デ ー タベ ー ス の役 割 で あ る。

3.3端 末 か らの 利 用

デ ー タ ベ ー ス サ ー ビス で は大 量 の情 報 を高 速 に検 索 す る必 要 が あ り、 メ イ ン フ レー

ムが使 わ れ る の が 一 般 的 で あ る 。 こ こで は オ ンラ イ ン端 末 か らの利 用 が行 わ れ 、 利 用

者 は特 定 の デ ー タベ ー ス に専用 端 末 か ら専 用 回線 を使 っ て ア ク セ スす る。 ま た、 扱 わ

れ る情 報 は文 字 情 報 が 主 とな る 。 この よ うな 利 用 は効 率 的 で あ る反 面 、 一 般 の 利 用 者

に は扱 い に くい 、 直 感 的 で ない とい う側 面 を もつ。

3.4イ ン タ ー ネ ッ トか ら の 利 用

デー タ ベ ー ス へ の ア ク セス 手 段 と して イ ン ター ネ ッ トが期 待 され る 。 イ ンタ ー ネ ッ

トで は 専 用 端 末 か ら の利 用 と異 な り、 デ ー タ ベ ー ス サ ー ビス を行 っ て い る コ ン ピ ュー

タ と利 用 者 の コ ン ピュ ー タ が協 調 動 作 を行 い 、 端 末 か らの利 用 に対 し て、 よ り高度 な、

そ して 使 い や す い サ ー ビス へ の 可 能 性 が あ る 。 イ ン ター ネ ッ ト上 に分 散 した デ ー タベ

ー スの 協 調 動 作 は集 中型 の デ ー タベ ー ス とは異 な っ たサ ー ビス へ の期 待 もあ る 。

3.5課 題

デ ー タ ベ ー ス を 利 用 して い く上 で 、 ど の よ う な デー タベ ー ス が どこ に あ るの か を知
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ら なけ れ ばい け な い 。 デ ー タベ ー ス が増 え て い く と、 デ ー タベ ー ス に 関 す る デ ー タベ

ー ス が 必 要 とな る。 ま た、 有 用 な デ ー タベ ー ス が 存 在 し て も、 そ の デ ー タ ベ ー ス へ の

ア クセ ス 方 法 が 異 な っ て い れ ば利 用 す る側 に とっ て は戸 惑 い とな る。 必 要 な情 報 を速

や か に、 そ して簡 単 に探 し出す 環 境 が 必 要 とな る。 そ の際 、 テ キ ス ト情 報 提 供 よ り も、

図 形 、 画像 等 を含 ん だ 情 報 提 供 が望 まれ る よ うに もな っ て きた。

現在 の デー タベ ー ス サ ー ビ ス で は情 報 提 供 者 と利 用 者 が完 全 に分 離 して お り、 そ れ

は、新 聞 、 テ レ ビ等 の マ ス メ デ ィア の よ うに 一 方 向 で の サ ー ビス と な っ て い る。 これ

か ら は 、 マ ス メ デ ィ ア の よ うな 一 局 集 中型 の 大 規 模 な デ ー タベ ー ス 以 外 に も、パ ー ソ

ナ ル メ デ ィア、 中 間 的 メ デ ィア に対 応 す る 中 規模 ・小 規 模 デ ー タベ ー ス の利 用 に つ い

て も検 討 す る必 要 が あ る。

3.5.1デ ー タ ベ ー ス の 所 在 の 検 索

現在 、 デ ー タベ ー ス サ ー ビ ス は様 々 な 組 織 が そ れ ぞ れ独 立 して行 っ て い るた め 、 そ

の所 在 を利 用 者 が簡 単 に知 る手 だ て は な い。 デ ー タ ベ ー ス の利 用 を促 進 す るた め に は

ど こ に どの よ うな デ ー タベ ー ス が 在 る の か を 利 用 者 が簡 単 に知 る こ とが 必 要 にな る。

つ ま り、 面 の 情 報 化 を推 し進 め る た め の 、社 会 的 な仕 組 み 、 シス テ ム と して の デ ー タ

ベ ー ス紹 介 サ ー ビス が 必 要 とな る。

3.5.2パ ソ コ ン な ど の 機 器 操 作

近 年 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピュ ー タ の性 能 向上 と価 格 の低 下 に は驚 か さ れ る。 しか し、

ハ ー ド ウ ェ アの 性 能 の 向 上 に く らべ 、 そ の利 用 技 術 の改 善 は思 う よ う に進 ん で い な い

の が現 状 で あ ろ う。,こ れ は、 機 器 の 開発 が ハ ー ドウ ェ ア に重 きを 置 く た め と考 え られ

る。 しか し、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュー タ の利 用 者 が コ ン ピ ュ ー タの専 門 家 で は な く一般

の人 を 対 象 と して い る以 上 、 そ の 操 作 環 境 の 改 善 が 望 ま れ る。 デ ー タ ベ ー ス の利 用 を

希 望 して い る人 に と っ て この よ うな情 報 機 器 の操作 は障 壁 に な っ て い る。

3.5.3提 供 さ れ る メ デ ィ ア

現在 デ ー タベース か ら提供 され る情報の多 くは文字情報 が一般 的 で ある。 その ため、

2次 情 報 のみの提供 とな り、利 用 者 は1次 情報 を他 の場 所 か ら手 にい れ なければ な ら
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な い。 これ は 、利 用 者 に と って 不 便 で もあ る 。1次 情 報 を そ の ま ま提 供 す るサ ー ビス

に つ い て期待 され る。

3.5.4情 報 の 一 方 向 の 流 れ

デ ー タ ベ ー ス に は専 門家 が 多 くあつ ま り利 用 す る こ とが期 待 され る 。 ま た、 多 様 化

した デ ー タベ ー スへ の期 待 もあ る 。 これ らの デ ー タベ ー ス の多 様 化 し、 専 門化 した利

用 者 は 利 用 者 で あ る と同 時 に、 情 報 提供 者 で もあ る。 デ ー タベ ー ス を利 用 して い る利

用 者 が 相 互 に情 報 を交 換 で きる仕 組 が 今 後 必 要 に な る と思 わ れ る。(図3-1)

3.5.5普 及

デ ー タ ベ ー ス は 大 企 業 、研 究 機 関 を 中 心 に構 築 さ れ 、利 用 され て き た。 この方 向 は

今 後 も推 進 さ れ て い くこ と と思 わ れ るが 、 情 報 を い か に 利 用 す るか が 問 わ れ る今 日、

小 規模 な 企 業 、 学校 、家 庭 か らの利 用 につ い て も考 え て い か な け れ ば な らな い。 ま た 、

障 害 者 、 高 年 齢 者 、 子 供 等 の社 会 に お け る弱 者 へ の サ ー ビス が必 要 と な る。 そ の た め

に も新 た な デ ー タベ ー ス の仕 組 を考 え てい か な け れ ば な らな い。
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管理者

____→ レ デ ー タ ベ ー ス

/
7
⑬

＼

利用者

一 方 向 の デ ー タベ ース サ ー ビス

デ ー タ ベ ー ス

/八 ＼
999璽

双 方 向 の デ ー タベ ー ス サ ー ビス

図3-1デ ー タ ベ ー ス の 双 方 向 サ ー ビ ス
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4 イ ン ター ネ ッ トの現 状 と課 題

4.1は じ め に

1993年8月 現 在 で イ ン タ ー ネ ッ ト に接 続 さ れ て い る コ ン ピ ュ ー タ は1,776,000台 あ る

と 言 わ れ て い る(bit,1994/VoL26,No.1,p20)。 そ の 利 用 者 は 電 子 メ ー ル 、 リ モ ー ト

ロ グ イ ン 、 デ ー タ ベ ー ス 検 索 等 の サ ー ビ ス を 受 け る こ と が で き る 。 現 在 は 大 学 、 研 究

機 関 等 を 中 心 に利 用 さ れ て い る が 、 商 用 化(lnternetcomercialservice)の 動 き も あ り利

用 者 層 が 拡 大 す る こ と が 予 想 さ れ る 。 日 本 で も 昨 年 、 商 用 ネ ッ ト ワ ー ク と し て

IIJ(lnternetInitiativeJapanInc.)が 活 動 を 開 始 した 。 ま た 、 米 国 で は イ ン タ ー ネ ッ ト

を基 盤 と した デ ー タ ス ー パ ー ハ イ ウ ェ ー 構 想 が 進 め ら れ て い る 。

イ ン タ ー ネ ッ ト上 で は多 く の デ ー タベ ース が 利 用 で きる。 そ の殆 ど は、 デ ー タ ベ ー

ス を サ ー ビス して い る ホ ス トコ ン ピ ュー タへ の リモ ー トロ グ イ ン に よ る もの だ が 、 最

近 で は 、 い わ ゆ る ク ラ イ ア ン トサ ー バ 型 の デ ー タベ ー ス ツ ー ル の登 場 に よ り、 リ モ ー

トロ グ イ ン に よ らな い 利 用 も行 わ れ る よ う に な っ て き た 。 しか し、扱 わ れ るデ ー タ は

や は り文 字情 報 が 主 で あ り、画 像 等 の メ デ ィ ア を活 か し て は い な い 。 ま た、分 散 型 の

デ ー タベ ー ス を利 用 す る上 で は 、機 器 、 活 用 方 法 に課題 が あ る。
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4.2イ ン タ ー ネ ッ ト と は

イ ン ター ネ ッ トは一 言 で い え ば 、 コ ン ピ ュー タネ ッ トワー ク の集 合 で あ る。1993年

8月 に は14,791の ネ ッ トワー クが 相 互 接続 して い る。 この 巨 大 な ネ ッ トワー ク に は百

万 台 を超 え る コ ン ピ ュ ー タが接 続 してお り、 地 球 上 を 包 ん で い る。 接 続 組 織 は近 年 、

指 数 関 数 的 に増 加 し て い る。 参 加 組織 は研 究 機 関 が主 で あ っ た が 、企 業 の 参 加 も急 激

に増 加 して きた 。 ま た 、米 国 で は、 ホ ワ イ トハ ウス も ネ ッ トワー ク を使 っ て全 世 界 の

イ ン タ ー ネ ッ ト利 用 者 に対 して メ ッセー ジ を送 る まで に な っ て い る。 現 在 計 画 さ れ て

い る 、 米 国 の デ ー タ ス ー パ ー ハ イ ウ ェー構 想 で は 、全 米 の 小 学 校 か ら 国立 図 書 館 まで

を ネ ッ トワー ク に接 続 し、 国 民 に この ネ ッ ト ワー ク を使 っ た さ ま ざ ま なサ ー ビス の提

供 を計 画 して い る。

4.2.1イ ン タ ー ネ ッ トの 参 加 組 織

イ ン タ ー ネ ッ トは1969年 に米 国DOD/ARPAが 研 究 開発 の た め に整 備 したARPANet

か ら発 展 し、現 在 は地 球 的規 模 で 構 築 され て い る 。1993年8月 には137ヶ 国 が イ ン ター

ネ ッ トで 結 ば れ て い る 。 利 用 者 は1000万 人 と も2000万 人 と も い わ れ て お り、 約178万

台 の コ ン ピュ ー タ が 接 続 して い る(1994年1月 時 点 で は 約222万 台 が接 続 して い る とい

わ れ て い る)。 当初 、 研 究 用 が お も な利 用 で あ っ たが 、 現 在 で は商 用 で の利 用 も 行 わ

れ て い る 。今 後 の イ ン タ ー ネ ッ ト利 用 の 増加 に つ い て は 、研 究 目的 の 利 用 は 年 率30～

40%、 商用 で の利 用 は年 率300～400%あ る と予 測 され て い る(通 商 産 業 省 機械 情 報

産 業局 情 報 政 策企 画 室 前 川 徹)。(図4-1)

日本 で の 参 加 組 織 は1994年3月 で1439組 織 あ り、 そ の 内1144組 織 が ネ ッ トワ ー クで

接 続 して い る。 日本 で も企 業 の接 続 が多 くな っ て きて い る。

教 育 機 関(ACdomain)

企 業(COdomain)

公 的 機 関(GOdomain)

非 営 利 団 体(ORdomain)

そ の 他(JPdomain,ADdomain,各 地 域)

364(組 織)

826

102

93

54
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4.2.2イ ン タ ー ネ ッ ト上 で の サ ー ビ ス

イ ン タ ー ネ ッ ト で は 、 様 々 な サ ー ビ ス が 行 わ れ て い る が 、 主 な サ ー ビ ス と して は 電

子 メ ー ル 、 ネ ッ ト ワ ー ク ニ ュ ー ス 、 匿 名FTPサ ー ビ ス 、 デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス な ど が

あ る 。

電 子 メ ール

イ ン タ ー ネ ッ トの利 用 者 は お 互 い の 情 報 交 換 に 電 子 メ ール を使 っ て い る 。 電子 メ ー

ル は 文 書 フ ァイ ル を相 手 の コ ン ビ ュー タへ 送 る。 送 られ た先 で そ の 文 書 フ ァイ ル を加

工 す る こ とが で き る た め'、文 書 の添 削 等 が 簡 単 に行 え る 。 情 報 の加 工 が 容 易 に行 え る

こ とは 、 手 紙 、FAXに な か っ た機 能 とい え る。

ネ ッ トワ ー ク ニ ュ ー ス

利 用 者 の 情 報 交 換 の 場 と し て ネ ッ トワ ー クニ ュ ー ス が利 用 され て い る。 利 用 者 は 自

分 の意 見 を ネ ッ トワー ク ニ ュ ー ス で発 表 す る こ とが で きる。 現 在 、 約'3500の ボ ー ドが

あ り、 一 日で 約100メ ガ バ イ トの 書 き込 み が あ る 。 ボ ー ド と して は 、 専 門 的 な議 論 を

行 う もの か ら、 余 暇 を 楽 しむ た め の情 報 まで あ る。

匿 名FTPサ ー ビ ス

イ ン タ ー ネ ッ ト上 に は 誰 で もが 利 用 で きる公 開 さ れ た情 報 が存 在 して い る。公 開 さ

れ てい る情 報 と して は 、 コ ン ピ ュー タ の プ ロ グ ラ ム、 気 象 情 報 、 そ して 、 ア メ リ カ の

大 統 領 の ス ピー チ内 容 まで あ る 。 こ れ らの公 開可 能 な情 報 をイ ン タ ー ネ ッ トの利 用 者

に フ ァ イ ル転 送 を用 い て提 供 す るサ ー ビス で あ る。 ま た 、 ネ ッ トワ ー クニ ュー ス と も

連 携 し て お り、 ネ ッ トワー ク ニ ュー ス と して投稿 され た もの を 自動 的 にFTPサ ー ビス

す る こ と も で き る。

デ ー タ ベ ー ス サ ー ビス

イ ン タ ー ネ ッ トは コ ン ピュ ー タ ネ ッ トワー クで あ り、 コ ン ピュ ー タ が 相 互 に接 続 し

て い る 。 そ の た め コ ン ピュ ー タ で行 わ れ てい るサ ー ビス の 多 くが そ の ま ま イ ン タ ー ネ

ッ トを 使 っ て もサ ー ビス が 可 能 とな る。 デ ー タベ ー ス サ ー ビス は こ の よ うな サ ー ビス

と して は 最 も一 般 的 で あ り、 イ ン ター ネ ッ トの利 用 者 が望 んで い る サ ー ビス とい え る 。
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イ ン タ ー ネ ッ ト上 で は無 料 で利 用 で き る デ ー タ ベ ー ス も存 在 し、多 くの研 究 者 が こ

れ を利 用 して い る。

4.3パ ソ コ ン通 信 との 違 い

パ ソ コ ン通信 で は公 衆 回線 を使 っ てパ ソ コ ン を ホス ト局 に 接 続 し、 電 子 メ ー ル 、 電

子 掲 示 板 等 の サ ー ビ ス を受 け る こ とが で きる 。 ホ ス ト局 は さま ざま な 特 徴 あ る サ ー ビ

ス を行 っ て お り、利 用 者 は 目的 に あ っ た ホ ス ト局 を選 択 し利 用 して い る。 ホ ス ト局 と

の接 続 に は公 衆 回線 を利 用 し、 利 用 の つ ど電 話 をか け直 す こ とに な る。(図4-2)

そ れ に対 し、 イ ン ター ネ ッ ト上 の コ ン ピ ュー タ は常 に他 の コ ン ピ ュ ー タ と通信 可 能

で あ り、必 要 に応 じ た協 調 動 作 が 可 能 とな る 。 電 子 メ ー ル を例 にあ げ れ ば 、 パ ソ コ ン

通信 で は電 子 メ ー ル を送 受 信 す る たび にホ ス ト局 と公 衆 回線 で接 続 しな け れ ば な らな

い の に対 し、 イ ン タ ー ネ ッ ト上 で はそ れ を意 識 す る こ と な く、 普段 仕 事 に使 っ て い る

コ ン ピ ュー タか ら直 接 、 電 子 メ ー ル を送 る こ とが で き る 。 ま た、 受信 した電 子 メ ー ル

は フ ァイ ル と して保 存 で き、 そ れ を活 用 す る こ と もで き る。(図4-3)

4.4イ ン タ ー ネ ッ ト上 で の デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス

デ ー タ ベ ー スへ の ア クセ ス 手 段 と して イ ン ター ネ ッ トを利 用 す る こ とが で き る 。 現

在 、 多 くの 大 学 、研 究 機 関 が独 自 に作 成 した デ ー タ ベ ー ス をイ ン ター ネ ッ ト上 で サ ー

ビス し て い るが 、 こ れ らの デー タ ベ ー ス は有 料 の もの と 無料 で利 用 で き る もの に分 け

られ る 。 無 料 で利 用 で きる もの は ボ ラ ン テ ィ ア に よっ て 運 用 管 理 され て い る もの も多

いo

4.4.1サ ー ビ ス

イ ン タ ー ネ ッ ト上 で は 匿 名 のFTP(AnonymousFTP)サ ー ビ ス が行 わ れ て い る こ と は

先 に も 述 べ た 。 匿 名 のFTPと は イ ン タ ー ネ ッ ト上 の 他 の コ ン ピ ュ ー タ か ら フ ァ イ ル を

コ ピー す る サ ー ビ ス の こ と を 意 味 す る 。 こ の サ ー ビス を 使 う こ と で プ ロ グ ラ ム や 画 像

デ ー タ を 自分 の コ ン ピ ュ ー タ に コ ピ ー し利 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 グ ー テ ン ベ

ル グ プ ロ ジ ェ ク ト(GutenbergProject)で はmrcnext.cso.uiuc.eduと 呼 ば れ る コ ン ピ ュ

ー タ を 使 っ て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト上 に 電 子 テ キ ス トの 分 配 サ ー ビ ス を行 っ て い る 。 こ こ
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か らは 、 「不 思 議 の 国 の ア リス 」 、 「聖 書 」 、 「ピー タ ーパ ン」 等 を 入 手 す る こ とが

で きる。 また 、 日本 気 象 協 会 か ら はftp.jwa.go.jpと 呼 ばれ る コ ン ピ ュー タ か ら人 工

衛 星 「ひ まわ り」 の 撮 影 した地 球 の 画 像 デー タ を コ ピー す る こ とが で き る。 こ こ で問

題 とな る の は ど こ に ど ん な情 報 が あ る の か を ど うや っ て 調 べ る か で あ る。 そ こで 、 イ

ン タ ー ネ ッ ト上 で は ど こ に どん な情 報 が あ るか を探 す デ ー タベ ー ス が 運 用 さ れ て い る。

そ れ が 、archieで あ り、Gopher、WWW(WorldWideWeb)で あ る。

4.4.2ツ ー ノレ

イ ン ター ネ ッ トで必 要 な 情 報 を探 す ツ ー ル と してGopherが あ る。 利 用 者 が 使 用 す る

Gopherク ライ ア ン トは イ ン ター ネ ッ ト上 のGopherサ ー バ と交 信 し利 用 者 に メ ニ ュー を

表 示 す る。 利 用 者 は メ ニ ュー を 選 択 す る こ と で必 要 な情 報 を提 供 で き る コ ン ピ ュ ー タ

を、 イ ン ター ネ ッ トか ら探 し出 す こ とが で き る。 この サ ー ビス を提 供 す る た め に 世 界

中 に多 くのGopherサ ー バ が 立 ち上 げ られ てい る。

Gopherを 用 い て 「不 思 議 の 国 の ア リス」 を検 索 し、 表 示 を行 う様 子 を図4-4に 示 す 。

Gopherを 利 用 者 の コ ン ピ ュー タ で起 動 す る と図4-4(a)の ウ ィ ン ドウが 表 示 され る。

表 示 さ れ た メ ニ ュー の 中 か ら"Libraries"を 選 択 す る と次 に図4-4(b)の メ ニ ュ ー が 表 示

され る 。 さ ら に メ ニ ュ ー を た ど る と(図4-4(c)(d))、 目 的 とす る 電 子 テ キ ス トが 表

示 され る(図4-4(e))。

Gopherで は 文 字 情 報 だ け で は な く 、 カ ラ ー の 静 止 画 を得 る こ と も で き る 。 図4-5に

はBrookhavenNationalLaboratoryのProteinDataBankか ら 得 たALPHA-

CHYMOTRYPSIN(1CHO)の 分 子 構 造 図 を示 す 。

4.5課 題

情 報 化 が 進 む と 、個 人 が社 会 に 与 え る影 響 は大 き くな る。 一 人 の 作 家 が社 会 に 与 え

る影 響 は企 業 が 与 え る影 響 に匹 敵 す る場 合 が あ る。 ま た 、 通信 技術 の 発 達 に よ り、 職

場 で コ ン ピュー タ を使 っ て仕 事 を して い る人 達 を ビル か ら 自宅 へ 移 す こ と も考 え られ

る。 個 人 の イ ン タ ー ネ ッ トの利 用 は こ の よ うな人 達 を援 助 す る こ とが で き る。 さ ら に、

コ ン ピ ュー タ を使 っ て の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン は社 会 に大 きな影 響 を与 え る こ とで あ ろ

う。 そ の ため に は ど の よ うな シ ス テ ム が必 要 とな る の か を検 討 しな け れ ば い け な い 。

現 在 の 文 字情 報 を主 と した サー ビス か ら、画 像 、 音 声 等 も含 ん だ 情 報 提 供 、使 用 す る

機 器 の 問題 等 、 課 題 は つ き な い。
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4.5.1個 人 利 用

個 人 が イ ン ター ネ ッ トに直 接 参 加 す る こ とは難 し く、個 人 会 員 を受 け入 れ る イ ン タ

ー ネ ッ ト組 織 が必 要 と な る。Niftyserve、PC-VAN等 の パ ソ コ ン通信 も現 在 イ ン ター

ネ ッ ト と電 子 メ ー ル の 相 互 接 続 を行 っ て い る 。 しか し、 こ こ か ら は世 界 中 にあ る 様 々

な ネ ッ トワ ー クサ ー ビス を受 け る こ とは難 しい 。個 人 が 自由 に イ ン タ ー ネ ッ トを利 用

す る環 境 の整 備 が 望 まれ る。

4.5.2異 機 種 で の 利 用

ハ ー ドウ ェ ア、 オペ レー テ ィ ン グ シス テ ムの 違 い に よ り、 ソ フ トウ ェ ア を共 有 で き

な い こ とは 、 ソ フ トウ ェ ア の提 供 の 有 無 、操 作 環境 の非 統 一 等 、 利 用 者 に とっ て 不 便

で あ る 。 しか し、今 後 コ ン ピュ ー タ は規 格 の 統 合 と多 様 化 とい っ た ま っ た く相 反 す る

問題 に 直 面 して い か な け れ ば な らな い 。 その ため 、機 器 に依 存 しな い ソ フ トウ ェ ア の

提 供 につ い て考 え る必 要 が あ る。

4.5.3提 供 さ れ る メ デ ィ ア

コ ン ピ ュ ー タ技 術 の発 達 は 、 コ ン ピ ュ ー タで 音 声 、 静止 画 、 動 画 の 利 用 も可 能 に な

っ た。 当 然 の こ とで あ るが 、 こ れ らの メ デ ィ ア もイ ン タ ー ネ ッ ト上 で 利 用 す る こ とが

望 まれ て い る。 しか し、 これ ら の メ デ ィ アは 文 字情 報 に くらべ て大 き な サ イ ズ に な っ

て しま う。 そ の た め 、 ネ ッ トワ ー ク に大 きな 負 荷 をか け る こ と に な る 。 また、 こ れ ら

の メ デ ィ アの 表 現 規 格 も 、例 え ば 静 止 画 な ら、jpeg、tiff、gif等 の よ う に多 数 存 在 し

て い る 。 そ の た め 、 自由 に利 用 で きる状 況 と は言 い難 い。

4.5.4情 報 交 換 の 場 と な り う る

イ ン タ ー ネ ッ トは コ ン ピ ュ ー タ 間 を結 ぶ だ け で は な く、 そ こ に い る 人 と人 を結 び付

け る こ とが で きる。 地 球 上 の ど こ に い て もイ ン ター ネ ッ トに接 続 され て い れ ば、 地 理

的 な差 を感 じる こ と は な い 。 同 じテ ー マ を持 っ た人 が イ ン ター ネ ッ ト上 で集 ま り、 議

論 す る 環 境 を提供 で きる。 しか し、 まだ歴 史 が 浅 く、 こ の よ う な議 論 をす る ため の 方

法 、 ツ ー ル等 の 環 境 整 備 が望 まれ る。
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5 MineSの め ざ す もの

5.1は じ め に

本 章 で は これ ま で の議 論 を ま と めMineSが 解 決 す べ き問 題 を明 ら か にす る。 す な わ

ち、MineSシ ス テ ム の 要 求 定 義 を行 な う。 この 要 求 定 義 を満 たす た め のMineSシ ス テ

ムの構 造 につ い て は6章 で 述 べ る。

本 章 は 以 下 の構 成 に な っ てい る。5.2節 で は2章 で 議論 した地域 で 蓄 積 さ れ て い る

デ ー タ を広 く一 般 的 に提 供 す る た め の方 策 に つ い て考 察 す る。5.3節 で は、3章 で議

論 した デ ー タベ ー ス の利 用 面 にお い てMineSが 解 決 す べ き問題 を明 らか に す る。 さ ら

に、5.4節 で イ ン タ ー ネ ッ トを利 用 した デ ー タベ ー ス シス テ ム につ い てMineSが 解 決

す る問題 につ い て述 べ る。5.5節 に お い てMineSに よ っ て提供 され る デ ー タベ ー ス シ

ス テ ムが も た らす 、 新 たな 情 報 環 境 につ い て 述 べ る。 図5-1に5章 の 構成 を示 した。
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5.2地 域 デ ー タ利 用 の重 要 性

情報化 社会 とは、情報 を社 会 におけ る重要 な資 源 の一 つで ある と考 え る社会 の こと

とす る。地域情報化 とは地域 に おいて情 報化 社会へ対 応 す ることであ る とす る。 地域

情報化 の ため には地域 の 人々を対象 に した情報 を重視 す る必 要がある。 その ため に は、

(1)地 域 にある情 報 自身 に関す る視 点 と、(2)そ の情 報の流 通 に関す る視点 、 を

持 たな くてはな らない。

地 域 の 情 報 に 関 す る 考 察 を行 な う。 地 域 に お け る情 報 は一 般 に小 規 模(以 後 パ ー ソ

ナ ル デ ー タ と よぶ)で あ る。 そ の ため 、 必 ず し も特 定 の デー タベ ー ス マ ネ ー ジ メ ン ト

シ ス テ ム に よ り管 理 され る必 要 が ない ものが ほ とん で あ る。 た とえ ば 、 ワー プ ロ の 文

書 フ ァ イ ル と して保 存 さ れ てい る もの 、 パ ソ コ ンの テ キ ス トフ ァイル と して保 存 さ れ

て い る ものが か な りの 数 に お よ ぶ 。 これ らは 必 ず しも メ イ ンフ レー ム な どの 大 型 の計

算 機 、 ワー ク ス テー シ ョ ンな どの 高 機 能 計 算 機 の み で処 理 す べ き デ ー タ で もな い 。

5.3MineSに お け る デ ー タ ベ ー ス 利 用 法

地域 に お け る情 報 の 流 通 に 関 して考 察 す る。 一 般 に情 報 に は2つ の 種 類 が あ る 。 す

な わち 、(1)一 部 分 に集 中 し外 に 出 さな い こ とに よ り価 値 を生 み 出 す もの(静 的情

報 と呼 ば れ る こ とが あ る)、(2)広 く一般 に オ ー プ ン にな る こ とに よ り価 値 を 生 み

出 す も の 、 の2つ で あ る 。 た と え ば 、(1)の 意 味 で の 情 報 に は企 業 の経 営 情 報 、 自

治体 が 所 有 す る住 民 情 報 な どが あ る。 近 年 、 名 簿 を売 り買 い す る ビジ ネス が あ る が 、

これ は 、・(1)の 情 報 の価 値 を 経 済 的 な規 範(営 利 目的 で の 売買)で 流 通 させ て い る

もの と見 る こ とが で き る。

'

(2)の 意 味 で の情 報 は さ ら に2つ に分 け る こ とが で き る 。 す な わ ち 、(2a)広

く流布(お 知 らせ)す るた め の 情 報 と、(2b)受 け 手 が さ ら に発 信 者 に な り、 こ の

プ ロセ ス の繰 り返 し に よ り広 ま って ゆ く情 報(動 的 な情 報 と呼 ば れ る こ とが あ る)で

あ る。

(2a)の 意 味 で の 情 報 に はい わ ゆ る 企 業 の広 報 活 動 に よ る消 費 者 へ の情 報 提 供 、

自治体 か ら住 民 へ の 広 報 誌 な ど に よ る、 住 民 サ ー ビス と しての 情 報 提 供 が これ に 相 当

す る。 この 意 味 で(2a)は 情 報 流 通 とい う よ りも、 情 報 提供 も し く は情 報 の 配 布 に

近 い も の で あ る。(2b)の 情 報 は受 け 手 が さ ら に発 信 者 とな り次 か ら次 へ と伝 達 さ

れ る情 報 で あ る。 そ して、 この 一 連 の プ ロ セ ス の 間 に さ らに価 値 が付 加 され た り、 新

しい価 値 を生 み 出 した りす る こ とが で きる情 報 で あ る。
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MineSが め ざ す デ ー タ ベ ー ス の 利 用 法 は、 上 記 の(2a)お よび(2b)の 情 報 で

あ る。 したが っ て、 デ ー タベ ー ス は単 に情報 を提 供 す る だ けで な く、 そ の デ ー タ を利

用 す る 環 境 が今 後 求 め られ る。 さ ら に、 特 に個 人利 用 者 を対 象 に した 場 合 は、 そ の利

用 者 が 用 い る コ ン ピ ュ ー タ もパ ソ コ ンか ら ワ ー クス テ ー シ ョン に至 る まで多 種 に わ た

る 。

5.4MineSに お け る ネ ッ トワ ー ク の 利 用

コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワ ー クが 進 展 し個 人利 用 が 増 え て い る。MineSで い う コ ン ピュ

ー タ ネ ッ トワー ク と は複 数 の コ ン ピュ ー タ を 通信 シス テ ム に よ り相 互 に接 続 した もの

を い う。 したが っ て 、 中 央 に大 型 の コ ン ピュ ー タ を置 き それ に多 くの コ ン ピュ ー タか

ら接 続 す る もの は コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワー ク と呼 ば な い こ とにす る。 つ ま り、 こ の 意

味 にお い てパ ソ コ ン通 信 は コ ン ピ ュー タネ ッ トワー クで は ない 。

現 在 個 人 が利 用 で きる コ ン ピ ュー タネ ッ トワー ク は イ ン ター ネ ッ トで あ る。

5.5MineSが 構 築 す る 情 報 環 境(MineSス ペ ー ス)

MineSは コ ン ピュ ー タ ネ ッ トワ ー ク を用 い て パ ー ソ ナル デ ー タ を提 供 し地 域 情 報 化

を促 進 す る こ とが 目 的 で あ る。 そ の ため の 具 体 例 と して 、 イ ン タ ー ネ ッ トを用 い て 、

地 域 に す で に存 在 す るパ ー ソナ ル デ ー タ を用 い 、個 人 を対 象 に した デ ー タベ ー ス 提 供

環 境 を構 築 す る。

イ ン タ ー ネ ッ ト を用 い る と は 、必 ず し も個 人 が イ ン ター ネ ッ トに 直 接 接 続 して い る

こ と を 意 味 して い る わ け で は な い。 イ ン ター ネ ッ トに接 続 され て い る コ ン ピ ュー タ に

な ん ら か の 方 法 で接 続 で きる コ ン ピ ュー タで あれ ば上 記 の デ ー タベ ー ス提 供 シス テ ム

を利 用 で き る こ とを示 して い る。

MineSで は イ ンタ ー ネ ッ トを 中心 と した こ とに よ り、2 .3節 で述 べ た デ ー タベ ー ス

の分 散 と協 調 的利 用 が 可 能 と な る。 す な わ ち、 す で に蓄積 され た デ ー タ はMineSシ ス

テ ム を 用 い て な ん ら か の形 で イ ン ター ネ ッ トで利 用 す る こ とが で き る よ う に な る 。 そ

の た め 、 イ ン ター ネ ッ トとい う 一 つ の ネ ッ ト ワー ク を通 して複 数 の デ ー タベ ー ス ヘ ア

ク セ ス で きる。 ま た そ れ らの シス テ ムがMineSの シス テ ム アー キ テ ク チ ャ に 合 う もの

で あ れ ば 、MineSシ ス テ ム を通 して 、協 調 的 利 用 が で きる 。 これ らの 具体 的 な シ ス テ

ムや メ カニ ズ ム に つ い て は6章(特 に6 .6節)で 詳 述 す る。
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以 上 を図5-2に ま とめ る。 図5-2に 示 す よ うに 、MineSは 、(1)特 定 の コ ン ピュ

ー タ の 機 種 に依 存 せ ず 、(2)イ ン タ ー ネ ッ トとい う特 定 の ネ ッ トワ ー ク に も依 存 す

る こ と な く、 利 用 す る こ とが で き る。 従 っ てMineSシ ス テ ムの 利 用 者 は 、 コ ン ピ ュ ー

タ の機 種 、 ネ ッ ト ワー ク を意 識 す る こ と な く、MineSの 提供 す る デ ー タ ベ ー ス を用 い

た情 報 提 供 シ ス テ ム(MineSス ペ ー ス)ヘ ア ク セ ス す る こ とが で き る。MineSで は こ

の よ うな立 場 で情 報 環境 を構 築 して い る。

MineSは 、 も っ と も低 機 能 の コ ン ピ ュー タの機 能 に合 わせ る こ と に よ っ てMineSス

ペ ー ス を構 築 しよ う と してい る の で は な い。 そ れ ぞれ の コ ン ピ ュー タ の 機 能 を 最 大 限

に利 用 で き る構 造 で あ る ため 、MineS利 用 の 速度 や 、 表 示 で き る範 囲 、 一 度 に ア ク セ

ス で き るデ ー タベ ー ス の数 な どに は それ ぞ れ コ ン ピュ ー タ に応 じた制 限 が 加 わ る。
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6 MineSの ア ー キ テ ク チ ャ

6.1は じ め に

本 章 で は5章 の 議 論 で 述 べ たMineSシ ス テ ムの 要 求 定 義 を満 たす た め のMineSシ ス

テ ムの 構i造 につ い て述 べ る。 は じめ に、 こ れ まで ふ れ な か ったMineSに お け る メ デ ィ

ア の構 造 につ い て考 察 し、 次 に5章 で述 べ た 要 求定 義 を 満 た す た め の シス テ ムの 構 造

に つ い て述 べ る 。

本 章 は以 下 の構 成 に な って い る。6.2節 で は5章 で 述 べ た 要求 定 義 を 具 体 的 にイ ン

タ ー ネ ッ トを 中心 と した分 散 シ ス テ ム上 に実 装 す る 際 に 考 慮 す べ き点 に つ い て考 察 す

る。6.3節 で は 、MineSに お け る メ デ ィア の考 え方 を 述 べ る。 す な わ ち、MineSで 扱

う メ デ ィアの 構 造 を述 べ る こ と に よ っ てメ デ ィ ア の扱 い を明 確 に す る。6 .4節 で は 、

MineSに お け る ネ ッ トワー クの利 用 形態 につ い て述 べ る 。6 .5節 で は、5章 お よび6,

3節 の 議 論 を基 に 、 メ デ ィア の構 造 を含 め たMineSシ ス テ ム の構 造 に つ い て述 べ 、各

部 の 役 割 を概 説 す る 。6.6節 で は6.5節 で述 べ たMineSシ ス テ ムの 構 造 の動 作 につ

い て その詳 細 を説 明 す る。 最 後 に6 .7節 で 、今 回 開発 した範 囲 につ い て説 明 す る。
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6.2目 標

MineSは5章 で示 され た要 求 を 満 たす た め に、 以 下 の3つ の 視 点 か らの シス テ ム を

構 築 す る。 す なわ ち 、(1)パ ー ソナ ル デ ー タを対 象 に す る、(2)そ れ ぞ れ の コ ン

ピュー タの 機 能 を活 か しなが ら 複 数 の 端 末 に対 応 す る ユ ー ザ ー イ ン タ ー フ ェー ス を 持

つ 、(3)イ ン ター ネ ッ トを 中 心 と した ネ ッ トワー クで あ りなが ら個 人 が利 用 で き る

範 囲 の広 い ネ ッ トワー ク を利 用 す る。

6.3メ デ ィ ア ア ー キ テ ク チ ャ

MineSに お け るメ デ ィ アの 考 え 方 につ い て 説 明す る 。 まず 、 は じめ に議 論 を整 理 す

る ため に従 来 の メ デ ィ ア につ い て議 論 を し、 そ の後MineSの 目的 を達 成 す る ため の メ

デ ィ アの扱 い につ い て 述 べ る。

従 来 、 コ ン ピュ ー タが 扱 え る電 子 的 な デ ー タは 記 録 の ため の デ ー タ お よび伝 送 の た

め の デ ー タで あ っ た 。 記 録 の た め に は(デ ィ ス ク等)種 々 の 記 録 デ バ イ ス が利 用 され

て い る。 また 、伝 送 の た め に は(無 線 、 同軸 ケ ー ブ ル 、 光 フ ァイバ ー 等)種 々 の 伝 送

用 デ バ イ ス が利 用 さ れ て い る。 以 降 、記 録 デ バ イ ス 、伝 送 デバ イ ス を総 称 して デ ー タ

の 蓄積/伝 送 の た め の メ デ ィ ア と よぶ。

伝 送 用 デバ イ ス を抽 象 化 し た もの を こ こで は通 信 メ デ ィア と呼 ぶ こ と にす る。 通 信

メ デ ィ ア(テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンメ デ ィア)は 、 デ ー タ を伝 送 す る 方 法(通 信 の プ

ロ トコ ル)、 伝 送 す る デ ー タの 種 類 に よ り分 類 す る こ と が で き る。 た とえ ば、 パ ソ コ

ン通 信 、 フ ァク シ ミ リ、 イ ン タ ー ネ ッ ト、 な どは そ れ ぞ れ 、 同 じ伝 送 デ バ イ ス を 用 い

て も、 そ れ ぞ れ違 っ た通 信 メ デ ィ ア で あ る。

記 録 デ バ イ ス を 抽 象 化 した もの を記 録 メ デ ィ ア とよぶ 。 す な わ ち、 記 録 メ デ ィ ア と

は記 録 デバ イ ス を意 識 しな い 、 記 録 す べ きデ ー タの 物 理 的 表 現 形 態 の こ とで あ る 。 た

とえ ば、 音 声 、 静 止 画 、 動 画 、 図 形 等 で あ る。 近 年 、 一 つ の 記 録 メ デ ィア の な か に(記

録 デバ イ ス を意 識 す る こ とな く)複 数 の 記 録 メ デ ィ ア を 記 録 し処 理 す る こ とを可 能 に

す る記 録 メ デ ィ ア も登 場 して き て い る。例 え ば 、 コ ン ピ ュ ー タ等 で あ る。 近 年 、 マ ル

チ メ デ ィ ア と言 う用 語 は こ れ を 指 す こ とが 多 い 。 この メ デ ィア(マ ル チ メ デ ィア)を

共 通 の 方 法 で 記 録 す る ため の規 格 化 も進 んで い る。 ま た 、 この メ デ ィ ア を高速 に 伝 送

す る ため の 通信 メデ ィ アの ア ー キ テ クチ ャ も多 く提 案 さ れ て い る 。

通 信 メ デ ィ ア を抽 象 化 した もの を転 送 メ デ ィ ア と呼 ぶ こ とに す る。 転 送 メ デ ィ ア は、
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1章 で 述 べ た ネ ッ トワ ー ク の発 展 に よ り、 そ れ ぞれ の通 信 メ デ ィ ア に 依 存 せ ず 以 下 の

よ う に 進 んで い る。 す な わ ち 、 デ ー タの 転送 が そ れ ぞ れ の 通信 メ デ ィ ア を意 識 す る こ

とな く 、 同期(リ ア ル タ イ ム デ ー タ転 送/蓄 積 型 デ ー タ転 送)/非 同 期(蓄 積 型 デ ー

タ転 送)、 ブ ロ ー ドキ ャス ト/マ ル チ キ ャス ト/1:1、 な ど に よ り分 類 さ れ る一 つ の メ

デ ィ ア と して 扱 わ れ 、 それ ぞ れ の通 信 メ デ ィア を抽 象 化 して い る。

パ ソ コ ン通 信 を 例 に 取 っ て み る。 パ ソ コ ン通 信 の電 子 掲 示 板 は非 同 期 で ブ ロ ー ドキ

ャス ト型 の伝 送 メ デ ィ ア で あ り、 ま た、 チ ャ ッ トは同 期 で マ ル チ キ ャ ス ト型 の 伝 送 メ

デ ィ ア で あ る。 ま た 、 イ ン ター ネ ッ トと相 互 に接 続 され たパ ソ コ ン通 信 の 電 子 メ ー ル

は(通 信 メ デ ィ アが 何 で あ ろ うが)非 同 期 で マ ル チ キ ャ ス ト型 の転 送 メ デ ィ ア で あ る。

さ ら に 、(パ ソ コ ン 通 信 で利 用 で きる)メ ー ル の到着 を ペ ー ジ ャー に よ り知 らせ る と

い う機 能 は、 非 同期 な メ ー ル の 転 送+同 期 的 な到 着 の お 知 らせ 、 とい う一 つ の 転 送 メ

デ ィ ア で あ る。 この よ う にパ ソ コ ン通信 は複 数 の 転送 メ デ ィ ア を内 在 す るメ デ ィ ア で

あ る。

イ ン ター ネ ッ トで は、 以 上 に 加 え 、 フ ァイ ル 転 送(f印)が 利 用 し て い る よ うな 、 同

期 型 の1:1の 転 送 メ デ ィ ア も内在 して い る 。 近 年 、ftpの 利 用 層 を拡 大 す る た め に、 電

子 メ ー ル を用 い た非 同期 型 のftp(ftpメ ー ル)も 利 用 さ れ て お り、新 た な転 送 メ デ ィ ア

の 生 成 が 行 わ れ て い る 。 パ ソ コ ン通 信 とイ ン ター ネ ッ トの相 互接 続 は 、 転 送 メ デ ィア

の 統 合 が さ れ て い る事 を示 して い る。

MineSで 扱 う メ デ ィ ア は2種 類 で あ る。 す な わ ち、(1)記 録 媒 体 の 抽 象化 と し て

の メ デ ィ ア(い わ ゆ る マ ル チ メ デ ィ ア)、(2)記 録 メ デ ィア と転 送 メ デ ィ ア を 統 合

し抽 象 化 した メ デ ィ ア(ユ ー ザ メ デ ィ ア)、 で あ る 。MineSで はユ ーザ に対 し て環 境

と して 情 報 を提 供 す る た め に、 ユ ー ザ メ デ ィ ア も統 一 的 な方 法 で複 数 扱 う(マ ル チユ

ーザ メ デ ィ ア)こ と を 目的 と してい る
。

以 上 の こ と を 図6-1に 示 す 。

6.4ネ ッ トワ ー ク ア ー キ テ ク チ ャ

MineSに お け る ネ ッ トワー クの利 用 形 態 は 図5-2で 示 した 。 この利 用 形 態 を 大 別 す

る と、(1)TCP/IPを 用 い た同期 通信 、(2)シ リアル 回線 を制御 す る ソ フ トを用 い

る よ う な 、 無 手 順 での 同 期 通信 、(3)uucpな どに よ る非 同期 通 信 、 の よ うに分 け る

こ とが で き る。 ま た、 無 線 を用 い て(1)～(3)を 実 現 す る こ と も可 能 で あ る。

こ の よ う に 、MineSの ネ ッ ト ワ ー ク ア ー キ テ ク チ ャ は 、 利 用 者 が ネ ッ ト ワ ー ク や 使
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用 す る機種 を 意 識 しな くて もい い よ うに、 さ ま ざま な形 態 を想 定 して い る。

6.5シ ス テ ム ア ー キ テ ク チ ャ

MineSシ ス テ ムの ア ー キ テ ク チ ャは3つ の 機 能 か ら成 り立 っ て お り、 こ こで は そ の

3つ の機 能 に つ い て概 要 を述 べ る。

6.5.1MineS/DB(デ ー タ ベ ー ス)機 能

(1)デ ー タ 格 納 機 能

MineS/DBは デ ー タの 格納 機 能 を提 供 し、 デ ー タの作 成 を支 援 す る。 デ ー タ はす べ て

テ キ ス トで表 現 さ れ て い るの で、MineSで 提 供 す る デー タ メ ンテ ナ ン ス ツ ー ル を 使 用

しな くと もデ ー タの作 成 が 可 能 で あ る と と も に、 変 更 も容 易 で あ る。

(2)デ ー タ の 検 索 機 能

MineS!DBの デ ー タ検 索 機 能 は、複 雑 な検 索 機 能 を持 た ず 、 デー タの 変 更 、 追 加 の容

易 性 か ら フル テ キス ト検 索 方式 を用 い て い る 。 また マ ル チ メデ ィ ア デ ー タの検 索 に つ

い て は、独 自 の 管 理 機 構 を 設 け 実 現 して い る。

(3)MineS/DBの 独 立 性

MineS/DBで は 、MineS/UI(後 述)か らの検 索 要求 を受 け 取 り、 そ の検 索 要 求 を満

たす デ ー タ を返 す イ ン タ フ ェー ス が規 定 され て い る。 す な わ ち この イ ン タ フ ェー ス を

既 に存 在 す るDBMS(デ ー タベ ー ス マ ネ ー ジ メ ン トシ ス テ ム)に 対 し て準 備 す る こ と

で 、MineSシ ス テ ム上 で の利 用 も可 能 とな る。

6.5.2MineS/Ul(ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス)機i能

(1)ユ ー ザ と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン 機 能

MineS/UIは コ ン ピュ ー タの 機種 を意 識 す る こ と な く、使 い易 い ユ ーザ イ ン タフ ェー
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ス を提 供 す る。 この た めMineSIUI機 能 を担 うユ ーザ イ ン タ フ ェー ス エ ン ジ ン(UIE)

で はUIの 構 造 を記 述 す る ため の 言 語(MineS/UI記 述 言 語)を 定 義 し、 これ に よっ て書

か れ たUIを イ ン タ プ リ タ に よ り実 行 す る イ ン タ プ リタ方 式 を と る。 イ ン タ プ リ タ は各

機 種 毎 に作 成 し、多 機 種 に対 応 可 能 にす る。

(2)ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ース 記 述 言 語 に よるアプ リケ ーシ ョンの作成機能

MineSで は ユ ー ザ にマ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ を い か に 有 用 に提 供 す る か を 考 え 、 ユ ー

ザ 固 有 の メ デ ィア の形(ユ ー ザ メ デ ィ ア)を 構 築 で きる機 能 を持 つ 。 こ の た めUIEで

は、 ユ ーザ イ ン タ フ ェニ ス構 築 ツー ル を提 供 す る。 ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス構 築 ツ ー ル

はMineS/UI記 述 言語 に よ り提供 され る。

(3)ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス に よ る デ ー タ の カ プ セ ル 化

検 索 や 蓄 積 の対 象 とな るデ ー タ その も の に 、 そ れ ぞ れ の デ ー タの種 別 に適 合 し た ユ

ーザ イ ン タフ ェー ス 情 報 を付 加 す る こ とに よ っ て
、 デ ー タベ ー ス構 築 時 の負 荷 を 減 ら

し、 利 用 者 に とっ て は使 い易 い ユ ー ザ イ ンタ フ ェ ー ス の提 供 を実 現 す る。

6.5.3MineS/CS(コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン サ ポ ー ト)機i能

(1)ネ ッ トワ ー ク の 抽 象 化 機 能

具 体 的 な ネ ッ トワ ー ク を抽 象 化 し たMineS特 有 の ネ ッ トワー ク機 能 をMineS/DB、

MineS/UIに 対 して 提 供 す る。 そ の ため にMineS/CSは 、(1A)複 数 の 同 期 チ ャネ ル

(リ ア ル タ イ ム利 用 の た め の通 信 ポ ー ト。個 数 は実 装 さ れ る機 械 の 能 力 に よる)と 、

(1B)一 つ の非 同 期 チ ャネ ル(電 子 メ ー ル の転 送 の よ う に蓄積 され な が らデ ー タの

転 送 を行 う た め の ポ ー ト)、 を提 供 す る。

(2)MineS/CS間 で の 通 信 機 能

それ ぞ れ の ネ ッ トワ ー クの デ ー タ転 送 の た め の 通 信 プ ロ トコル をそ の ま ま利 用 す る 。

す な わ ち、 イ ンタ ー ネ ッ トで あれ ばTCP/IPで 直 接 通信 を行 う。 また 、 パ ソ コ ン通 信 ホ

ス トで は無 手順 で デ ー タ通 信 を 行 う。 これ ら は(す で に 現 存 す る)プ ロ トコル の 変 換

器 を通 して たが い に通 信 可 能 で あ る。

MineS/DB機 能 、MineS/UI機 能 、MineSICS機 能 を 実 装 した の が そ れ ぞ れ 、DBE(デ
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一 タ ベ ー ス エ ン ジ ン)
、UIE(ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス エ ン ジ ン)、CSE(コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ンサ ポ ー トエ ン ジ ン)で あ る
。 図6-2に はMineSの シ ス テ ム ア ー キ テ ク チ ャ が

不 さ れ て い る 。

6.6全 体 動 作

MineSシ ス テ ム全 体 の 動 作 の流 れ を 図6-3に 示 す。DBE、UIE、CSEそ してDBEが

管 理 す るDB(デ ー タベ ー ス)が す べ て実 装 され た シス テ ム をMineSフ ル シ ス テ ム と呼

び 、 デ ー タの 蓄 積 ・検 索 要 求 を受 け付 け る サ ーバ と な り得 る 。 ま たUIE、CSEの み が

実 装 さ れ た シ ス テ ム は、 ク ラ イ ア ン トと しての 機 能 の み を持 つMineSサ ブ シ ス テ ム で

あ る。

この 図 で はユ ーザ は左 側 に あ るMineSサ ブ シ ス テ ムのUIEと 直接 イ ン タ ラ ク シ ョ ンを

し て い る 。 サ ブ シ ス テ ム のUIEは ユ ー ザ の 入 力 をUI記 述 に変 換 す る。UI記 述 とは

MineSのUI(ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス)の 構i造 を記 述 した言 語 で あ る。 サ ブ シス テ ム の

UIEはCSEの ネ ッ トワー ク抽 象 化 機 能 に よ り、 ネ ッ トワ ー ク を 意 識 せ ず にUI記 述 を 用

い てMineSフ ル シ ス テ ムのUIEと 通信 す る こ とが で きる 。UI記 述 を 受 け取 っ た フ ル シ

ス テ ム のUIEは 、UI記 述 をイ ン タ プ リ トし、DBEへ 処 理 要 求 を出 す 。DBEはUIEか らの

処 理 要 求 を受 け て、DBに 対 す る デ ー タ検 索 、 デ ー タ蓄積 な どの処 理 をす る。

DBEが 処 理 の結 果 を返 す と、 フル シ ス テ ムのUIEは サ ブ シ ス テ ム のUIEに 検 索 結 果 を

渡 す た め 、 デ ー タの カ プ セ ル化 を行 う。 カ プ セ ル化 され た デー タ はCSEの ネ ッ トワー

ク抽 象 化 機 能 に よ りサ ブ シ ス テ ム のUIEに 渡 され 、UIEは その デー タ を イ ン タ プ リ トし

て ユ ー ザ に表 示 す る 。

この よ う に、 実 際 はUIE、CSE、DBEを 通 じて ユ ー ザ の 要 求 が 処 理 され る の だ が 、

ユ ーザ には あ た か もDBと 直 接 対 話 を して い る よ う に見 え る こ と に な る。

6.7今 回 の 開発 の 範 囲

今 回 の 開 発 の 範 囲 を 図6-4に 示 す 。 こ の 図 の よ う に 、 今 回DBE、CSE、UIE、DBを

備 え たMineSフ ル シ ス テ ム は 、UNIXをOSと し た ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 上 で 開 発 し た 。

ま た 、 ク ラ イ ア ン ト と して 機 能 す るDBE、DBを 持 た な いMineSサ ブ シ ス テ ム はMS-

DOS、MS-Windows、MacOSをOSと し た パ ソ コ ン 上 で 開 発 を し た 。
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各種OSとMineSの 通信方法 現在の各エ ンジンの実装 代表的機種

OS プロ トコル等DBEUIECSE

1 UNIX TCMPに よる同期通信 ○ ○ ○
UND(ワ ー クス テ ー シ ョ ン

2 無 手 順 で の 同期 通信 × × ×UND〈 を載せたパソコン

3 uucpな どによる非 同期通信 × × ×

4 MS-DOS TCP乃Pに よる同期通信 × ○ ○

5 無手順 での 同期 通信 × × ×PC-9800パ ソコン

6 uucpな どによる非 同期通信 × × ×

7 MS-Windows TCP/IPに よる同期通信 × ○ ○

8 無手順 で の同期 通信 × × ×1℃-9800パ ソコン

9 uucpな どによる非 同期通信 × × ×

10 MacOS TCP/IPに よる同期 通信 × × ×

11 無手順での同期通信 × ○OMacintosh

12 uucpな どによる非同期通信 × ○ ○

(注)「 各種OSとMineSの 通信方法」 の 「無 手順 での 同期 通信」 とは、一般 のパ ソコ ン

通信 の よ うにシ リアル回線 を制御 す るソフ トを用 い た場合 を指す。

「現在 の各 エ ンジ ンの実装」 の○ 印 は実装済 を示す。

図6-4MineS搭 載可能 コンピュータ と現在 の実装



7 MineS/DB機i能

7.1は じ め に

こ の7章 で はMineSシ ス テ ムの デ ー タ検 索 ・蓄 積 機 能 で あ るMineS/DBが 備 え て い る

機 能 を具 体 的 に 説 明 して い く。 まず7.2節 で は各 地 域 に散 在 す る 地域 デ ー タ、 個 人 デ

ー タ に対 してMineSは どの よ う な こ と を提 供 す る の か を述 べ る
。7.3節 で はMineSで

定 義 し て い る ユ ー ザ メ デ ィ アの 中 で 従 来 のマ ル チ メ デ ィ ア を扱 え る こ と を説 明 す る。

7.4節 で実 際 に どの よ うな イ ン タ ー フ ェ ー ス でMineS/UIとMineS/DBが 要 求 式 の 取 り

交 わ し を行 っ て い る か を表 わ し、7.5節 でMineS/DBが どの よ うな方 式 で デ ー タ に ア

クセ ス して い る か 、 そ して7.6節 で どの よ う に デー タ を格 納 して い る か を述 べ る。 そ

して7.7節 に お い てMineS/DBが ネ ッ トワ ー ク に対 して どの よ う に考 え てい る か を述

べ る 。

7.2パ ー ソ ナ ル デ ー タ(地 域 デ ー タ)

MineS/DBは 、 既 存 の デ ー タ をMineSで 扱 え る よ う な デ ー タ に加 工 す る こ と に よ り、
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今 ま で協 調 的 利 用 が 限 定 さ れ てい た デ ー タ を有 効 に利 用 す る こ とが で き る。 この と き、

情 報 を 提 供 す る人 に と っ て デー タ の加 工 が 繁 雑 な もの で あ っ て は情 報 提供 の促 進 の障

壁 に な る ため 、 容 易 に デー タの 加 工 が で き る機 能 を持 つ 。

7.3ユ ーザ メデ ィア の 中 で マル チ メデ ィア を扱 え る

MineSが 目的 と して い る こ とは 、従 来 の マ ル チ メ デ ィア デ ー タ を その デ ー タ に応 じ

た ユ ーザ メ デ ィア を用 い て提 供 す る こ とで あ り、MineS!DBで は 、 そ れ ら の物 理 的 表

現 形 態 で あ る記 録 メ デ ィ ア をユ ーザ ー に は意 識 させ ず に格 納 、検 索 す る機 能 を提 供 す

る。

7.4Ul-DBの イ ン タ フ ェ ー ス

MineSは3つ の 機 能(MineS/DB、MineS/UI、MineS/CS)に よ り構 成 さ れ て い る 。

そ こ でMineS/UIとMineS/DBの 間 の イ ン タ フ ェ ー ス を 次 の よ う に 定 義 す る 。 す な わ ち 、

モ ジ ュ ー ル 間 を行 き来 す る の は 、MineS/DBに 対 す る 一 般 化 さ れ た 要 求 式(11.5.2

節 で 述 べ る)と 、 そ の 要 求 式 の 返 答 と し て の デ ー タ で あ る 。

MineS/DBとMineSIUIは こ の イ ン タ フ ェ ー ス を 介 し て や り取 り を す る が 、MineS!DB

が 既 存 のDBMSとMineS/UIと の イ ン タ ー フ ェ ー ス を 準 備 す る こ と に よ り、MineSシ ス

テ ム 上 で そ のDBMSが 利 用 可 能 と な る。

以 上 の こ とを図7-1に 示 す 。

この こ とは と り もな お さず 、 既 存 の 地 域 情 報 等 の 有 効 利 用 につ なが る もの と考 え る

こ とが で きる。

7.5デ ー タア ク セ ス(検 索機 能)

MineS/DBが 提 供 す る デ ー タ検 索 機 能 は、 複 雑 な検 索 機 能 を持 たず 、 デ ー タの汎 用 性 、

デ ー タ の 変更 、追 加 の 容 易 性 、 ま たMineSの 対 象 と して い る デ ー タが 地 域 にあ る小 規

模 デ ー タで あ る こ と を考 慮 し、 フル テ キ ス ト検 索 方 式 を 用 い て い る。 しか しフル テ キ

ス ト検 索 を行 う こ と に よ り、発 生 して くる弊 害 、例 え ば 検 索 要 求発 行 か らそ の 要 求 を

満 たす デ ー タが返 っ て来 る 時 間 が 均 一 で は な い 、 も し くは 一 般 的 なDBMSに 比 べ 相 対

一45一



MineS

㊦
UIE

MineS/DBE

アプ リケ
ー ン ヨ ノ

巨]既 存.
DBMS

図7-1ULDBイ ン タ フ ェ ー ス
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的 に時 間が か か っ て しま う等 の 問題 が発 生 して くるが 、 今 回 の 開発 で は そ の よ う な こ

とにつ い て は第 一 の 優 先 項 目 と して 考 え てい な い 。

ま た 、MineS/DBは1つ の デ ー タ ベ ー ス フ ァイ ル に ベ ー ス テ ン プ レ ー ト(11.3節

で 述 べ る)、 デ ー タ 、UIテ ン プ レ ー ト(8.5節 で 述 べ る)を 格 納 で き 、 デ ー タ の 検 索

は も ち ろ ん の こ と、UIテ ン プ レ ー ト も デ ー タ と同 じ よ う に検 索 で き る 。

マ ル チ メ デ ィア デ ー タの検 索 に関 して は、MineS/DBは 直 接 マ ル チ メ デ ィ ア デー タの

検 索 を行 う機 能 は持 たず 、 フル テ キス ト検 索 か ら副 次 的 に検 索 が行 わ れ る形 式 を と る。

これ に よ りテ キ ス トデ ー タ とは 別 に、個 々 に 管 理 す る こ とが 可 能 とな り、容 易 に メ デ

ィ アの追 加 等 が可 能 とな る。

7.6デ ー タ格 納 機 能(記 録 メデ ィア)

MineS!DBは デ ー タ を格 納 す る機 能 を提 供 し、 デ ー タベ ー ス の作 成 を支 援 す る。 また

全 デー タが テ キス トデー タ で あ る こ とか ら、MineSで 提 供 す るデ ー タ メ ンテ ナ ン ス ツ

ー ル を 使 用 す る こ と な く、 一 般 の テ キス トエ デ ィ タ な ど に よ りデ ー タ の作 成 が 可 能 で

あ る と と もに、 変 更 につ い て も容 易 で あ る。 しか しマ ル チ メ デ ィア デ ー タ と呼 ば れ る

もの に つ い て は そ の 限 りで は な く、MineSで 提供 す るマ ルチ メ デ ィア デ ー タの格 納 機

能 を使 用 して格 納 す る。

7.7ネ ッ トワ ー ク へ の 対 応 は な い

MineSの 特 徴 の1つ に各 モ ジ ュ ー ルが独 立 して稼 働 す る とい う こ とが あ る。 そ の こ

と に よ りMineS/DBは 、MineS/UIか らの検 索 要 求 を受 け 取 り、 そ の検 索 要 求 を満 た す

デ ー タ を返 す 機 能 しか持 たず 、 他 の モ ジ ュ ー ル との依 存 関係 は存 在 し な い。 ネ ッ トワ

ー クへ の対 応 に して も同様 で 、MineS/DBは ネ ッ トワー ク に対 す る機 能 は持 た な い。
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8 MineS/Ul機i能

8.1は じ め に

MineSシ ス テ ム はMineS/UI機 能 の 実 装 で あ るユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス エ ン ジ ン(UIE)

を 中軸 と し分 散 シ ス テ ム上 で 情報 提 供 す る シス テ ム で あ る。 す な わ ち 、MineSを 管 理

す る 人 、利 用 す る人 が 集 う ネ ッ トワー ク 上の す べ て の端 末 に はUIEが イ ンス トー ル さ

れ て お り、 す べ て の 人 はUIEを 通 して情報 の や り取 りをす る 。 これ がMineSの 考 え 方

で あ り、 このMineSの ネ ッ トワー ク をMineSス ペ ー ス と呼 ぶ 。

MineSス ペ ー ス でのUIEの 具 体 的 な役 割 は以 下 の もの で あ る。

(1)ユ ー ザ が 直 接MineSシ ス テ ム と対 話 す る ため の優 れ たユ ーザ イ ン タラ ク シ

ョ ン機 能 の 実 現

(2)デ ー タベ ー ス を容 易 に作 成 で き る機 能 と デ ー タベ ー ス を効 率 的 に利 用 で き

る ネ ッ トワー ク機 能 を含 む シス テ ムの 柔軟 性 の 実 現

(3)ユ ー ザ が 要 求 す る メ デ ィ アに対 応 す る た め に新 た な メ デ ィ ア(ユ ーザ メ デ

ィア)を 構 築 す る機 能 の実 現
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本 章 で は 、MineSの ユ ー ザ ー イ ン タ ー フ ェ ー ス(MineS/UI)の 考 え 方 、 ア ー キ テ ク

チ ャ に つ い て 述 べ る 。

8.2Ulに よ る 協 調

分 散 シ ス テ ム に お い て情 報 提供 す る に は、 協 調 作 業 が 重 要 な位 置 を 占 め る 。MineS

ス ペ ー ス で は 、分 散 して存 在 す る個 々 の デー タベ ー ス シ ス テ ム を協 調 させ て利 用 す る

こ とを考 え て い る。

具体 的 にMineSシ ス テ ム で は協 調 作 業 を す る こ と に よ りネ ッ トワー ク 透 過 性 を実 現

す る。 す なわ ち、 ユ ーザ は デー タベ ー ス が ど こ にあ る か を意識 す る 必 要 は な く、 デ ー

タベ ー ス に ア ク セ ス す る場 合 に は 、 デ ー タベ ー ス 選 定 ボ タ ンを ク リ ッ ク し さえ す れ ば

よ い。

この 機 能 を実 現 す る た め にUIEで は デ ー タベ ー ス の 辞 書 を保 有 して い る。 これ に よ

りCSEを 通 して ネ ッ トワー ク を意 識 せず デ ー タベ ー ス に ア ク セス で きる 。

8.3ユ ー ザ イ ン タ ラ ク シ ョ ン 機 能

ユ ーザ イ ン タ フ ェー ス の 善 し悪 しは シ ス テ ム を 評 価 す る上 で重 要 な 位 置 を 占 め る。

MineSシ ス テ ムで は以 下 の 機 能 を提 供 す る こ と に よ りユ ー ザ とシ ス テ ム との双 方 向 の

イ ン タ ラ ク シ ョン を実 現 す る。

8.3.1ユ ー ザ に 易 し いUl

MineSシ ス テ ム は情 報 提 供 シ ス テ ムで あ り、 ユ ー ザ に有 用 な 情 報 を有 用 な 形 で 提 供

し、 か つ キー ボー ドか ら コマ ン ドを入 力 す る こ と な し に ボ タ ン機 能 等 を提 供 しユ ーザ

に易 しい ユ ー ザ イ ン タ フェ ー ス とす る。 具体 的 な機 能 方 針 を以 下 に示 す 。

(1)ユ ーザ の行 い た い こ と(検 索 や結 果 の 表 示 、さ ら に詳 細 な 表示 の 要 求 な ど)

を容 易 に行 え る。

(2)ユ ーザ か らの各 種 表 示 方 法 の 要 求 、 ユ ー ザ が 要 求 す る メ デ ィ アの 形(ユ ー

ザ メ デ ィア)に 対 応 で き るUIと す る。
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8.3.2構 築 可 能 な ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス

最 初 は デ フ ォル トと して シ ス テ ム側 が ユ ーザ メ デ ィア を提 供 す る が 、個 々 の ユ ーザ

に よ り自 由 にユ ーザ メ デ ィア を構 築 で きる よ うにUI構 築 ツ ー ル を提 供 す る。 ユ ー ザ メ

デ ィ ア はMineSIUI記 述 言 語 に よ り柔 軟 に 記 述 で きる もの で あ る 。UI構1築 ツ ー ル は

MineS/UI記 述 言 語 と して提 供 さ れ る 。 具体 的 なユ ー ザ メ デ ィア と して は、 本 メ デ ィ ア 、

新 聞 メ デ ィア等 が あ る が 、 個 々 の ユ ーザ に と って有 用 な もの で あれ ば 良 く、 特 に 形 が

決 ま っ て い る もの で は な い 。 ユ ー ザ メ デ ィア の管 理 につ い て は、 ユ ー ザ メ デ ィ ア を作

成 したユ ーザ の デ ー タ ベ ー ス に格 納 され、 そ の ユ ーザ の端 末 で の み実 行 され る。

ま た、MineSシ ス テ ム は デ ー タ ベ ー ス を容 易 に作 成 で きる機 能 と して のUI構 築 ツ ー

ル を提 供 す る。 この 場 合 は デ ー タベ ース作 成 者 が 情 報 を 提 供 す る一 連 の 動 作(起 動 時

の メ ニ ュー 、検 索 結 果 表 示 方 法)を 決 め る上 で ユ ーザ メ デ ィア を構 築 し、 ユ ー ザ メ デ

ィア はMineSフ ル シ ス テ ムの デ ー タベ ー ス に格 納 され る こ とに な る。

8.4MineS/Ul記 述 言 語

UIの 構 造 を記 述 す る た め の言 語 で あ る。記 述 内容 は 、 ユ ー ザ との イ ン タ ラ ク シ ョ ン

(ボ タ ンの設 定 、 押 さ れ た と きの 動 作 な ど)、UIEとDBEと の デ ー タの授 受 、 各 メ デ

ィ ア デ ー タの グ ラ フ ィ カル な 表示(ユ ー ザ メ デ ィア)な どで あ る。MineSの 記 述 言語

はUIの 構 造 を 記 述 す る の み で あ り、(た と え ば動 画 な どの)特 定 の コー デ ィ ング法 を

定 め るの で は な く、 どの コ ー デ ィ ング法 を用 い たか を記 述 す る方 式 を と る。

UIEはMineS/UI記 述 言 語(以 下 単 にUI記 述 言 語 と言 う)に よ り作 成 さ れ て お り
、

MineSフ ル シス テ ム のUIEと ユ ー ザ側 のMineSサ ブ シス テ ム のUIEは 基 本 的 には 同 じで

あ る。 これ に よ り柔 軟 性 の あ る シス テ ムを実 現 して い る 。

8.5Ulテ ン プ レ ー ト

あ る定 ま った ビュ ー の た め に複 数 のUIを ま とめ てUIテ ンプ レー トと して扱 い 、 デ ー

タの み が 書 き換 わ る形 式 を と る 。UIテ ン プ レー トはUI記 述 言語 に よ り記 述 され
、 ユ ー

ザ メ デ ィ ア を構 築 す る た め に使 用 され る。
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8.5.1ユ ー ザ メ デ ィ ア の 構 成

UIEは 、 記 録 メ デ ィ ア と転 送 メ デ ィ ア と を統 合 し抽 象 化 し新 た な メ デ ィ ア(ユ ーザ

メ デ ィ ア)を 構 築 す る。 つ ま り、 ユ ーザ メデ ィ ア と はCSEよ り提 供 され る特 定 の ネ ッ

トワー ク に依 存 しな い仮 想 的 な通 信 チ ャ ネル(転 送 メ デ ィ ア)とDBか ら提 供 され る マ

ル チ メ デ ィ ア デー タの 表 現 形 態(記 録 メ デ ィ ア)と をUI記 述 言 語 に よ り組 み合 わ せ た

枠 組 み で あ り、 ユ ー ザ は この枠 組 み を通 して の み そ れ ぞ れ の デ ー タを 見 る こ とが で き

る 。

8.6Ulイ ン タ プ リ タ 方 式

UI記 述 言 語 に よ っ て書 か れ たUIは イ ン タ プ リタ に よ っ て実行 さ れ る 。 各 機種 毎 の イ

ン タ プ リタ を作成 す る こ と に よ り、多 機 種 に対 応 す る こ とが で きる。MineSで は イ ン

タ プ リ タ方 式 のUIEに よ り様 々 な機 種 を含 むMineSス ペ ー ス を形 成 す る(図8-1)。

8.7Ulに よ る デ ー タ の カ プ セ ル 化

DBか らUIへ 転 送 され る デ ー タ は ユ ー ザ との イ ン タ ラ ク シ ョ ンの た め の 機 能 を付 加 し

て送 る。 付 加 す るUIは その デ ー タ に対 す る操 作 記 述 で あ る 。 これ を ユ ー ザ 側 の イ ンタ

プ リ タ で解 釈 す る こ とに よ りUIと して機 能 す る。UIに よ る デ ー タ の カ プ セ ル化 に よ り

デ ー タ ベ ー ス 構 築 時 の負 荷 を減 ら し、 一 方 ユ ー ザ に とっ て は使 い易 い ユ ーザ イ ン タ フ

ェー ス の 提供 を実 現 す る。

8.8ハ イ パ ー テ キ ス ト型 のUl

ユ ー ザ に易 しいUIを 実 現 す る た め に、 コマ ン ドを キー ボ ー ドか ら入 力 す る の で は な

く、 マ ウス や ペ ン入 力 等 の ポ イ ンテ ィ ン グデ バ イス を用 い た イ ン タ ラ ク シ ョ ンを 提 供

す る。
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9 MineS/CS機 能

9.1は じ め に

本 章 で はMineSの コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンサ ポ ー トエ ン ジ ン(CSE)の 機 能 につ い て 述

べ る。 本 章 は 以 下 の構…成 に な っ て い る 。9.2節 で は 、MineSの ア ー キ テ ク チ ャの 中 で

CSEが 担 っ て い る役 割 につ い て述 べ る。9.3節 で はCSEと 通信 メ デ ィア と の 関係 に つ

い て述 べ る。

9.2MineS/CSEの 機 能

MineS/CSEはMineS/UIEに 対 して 転送 メ デ ィ アの 機 能 を提 供 す る。CSEがUIEに 対

して提 供 す る転 送 メ デ ィア の持 つ イ ン タ フ ェ ー ス は、 複 数 個 の 同期 的 チ ャネ ル と 、 一

つ の 非 同 期 的 チ ャネ ル で あ る。UIEは 伝 送 メ デ ィ ア に依 存 す る こ と な く この 仮 想 的 な

チ ャ ネル を用 い て デ ー タの転 送 を行 な う。
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9.3ネ ッ トワ ー ク 上 で の 役 割

利 用 者 側 のCSEは 通 信 メ デ ィア を 介 して他 のCSEと 通 信 を行 な う。 こ こ で他 のCSE

とは、(1)MineS/DBEを 有 す るMineSフ ル シス テ ム のCSE 、(2)フ ァ ク シ ミ リ送

信 な どの 機 能 をMineS/CSEと 同 じ方 法 で 通信 す るCSE、 の2種 類 が あ る。(2)の 方

法 は、MineSが コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワー ク に と ど ま ら な い 、複 数 の 通 信 メ デ ィア(マ

ル チ テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン メ デ ィ ア)へ 対 応 して い る こ と を意 味 す る。
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10 MineSの 実 装

10.1は じ め に

この 章 で は 、MineSの シ ス テ ム ア ー キ テ ク チ ャ に基 づ い たMineSの 実 装iこ つ い て 述

べ る 。10 .2節 で は、MineSの 各 機 能 の実 装 に つ い て述 べ 、10 .3節 で は、今 回 の

プ ロ トタ イ プ 開発 で の 開発 範 囲 につ い て述 べ る。

10.2実 装 の概 要

図6-2にMineSフ ル シス テ ム とMineSサ ブ シス テ ムの 実装 の様 子 が 示 され て い る 。

10.3今 回 の 開 発 の範 囲

今 回 の プ ロ トタイ プ 開発 に おい て わ れ わ れ が 開発 した 範 囲 が 図6-2の 点 で示 した部

分 で あ る。 す な わ ちUNIXワ ー クス テー シ ョ ン上 のDBE、UIE、CSE 、 そ してMS-DOS
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パ ソ コ ン上 のCSE、UIEで あ る 。UNIXワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 上 の シ ス テ ム はMineSフ ル

シ ス テ ム と して 実 装 さ れ て お り、DBEはC言 語 で 、UIEとCSEはDeLis(三 石 他,1993)

に よ っ て 表 現 さ れ て い る 。 ま たMS-DOS上 の シ ス テ ム はMineSサ ブ シ ス テ ム と して 実

装 さ れ 、UIE、CSEはDeLisに よ っ て 表 現 さ れ て い る。

ま た、 図6-4に は それ ぞれ の 機 種 に どの エ ン ジ ンが 実装 され たか を示 して あ る 。 現

在 ま で にUNIXをOSと し た ワ ー ク ス テ ー シ ョン に はDBE、UIE、CSEを 実 装 した。 こ

れ はTCP/IPに よ る 同期 通 信 に よ り、 サ ーバ と して機 能 してい る。 ま たMS-DOS、MS-

Windowsの パ ソ コ ンに はUIE、CSEを 実 装 、 こ ち ら もTCP/IPに よ る 同 期 通 信 で 、 ク ラ

イ ア ン トと し て 機 能 す る 。 ま た 、MacOSに もUIE、CSEを 実 装 した 。 こ れ ら は

HyperCardに よ っ て表 現 され た ク ライ ア ン トで 、 シ リアル 回線 を使 って 無 手 順 で の 同

期 通信 、 ま たuucpな どに よる非 同期 通信 の 実 験 を行 っ た もの で あ る。
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11MineS/DBの 実 装

11.1は じ め に

この11章 で は実 際 にMineS/DBを 実装 す る にあ た り、 どの よ うな こ とが 必 要 に な り、

今 回 ど の よ うな 実 装 を行 っ てい る か を述 べ る。 まず11.2節 でMineSIDB実 装 に お け

る前 提 条 件 を 述 べ 、 続 い て11.3節 でMineSで 重 要 な役 割 を持 っ て い る ビ ュー とス キ

ー マ に つ い て 述 べ る
。11.4節 で 実 際 にMineSで 扱 う デ ー タ に つ い て 述 べ 、11.5

節 で デ ー タベ ー ス エ ンジ ンの 具体 的 な構 造 等 につ い て 述 べ る。

11.2DB実 装 に お け る前 提条 件

今 回のMineS/DBの 実 装 で は あ る程 度 機 能 を縮 小 して 実 装 した。 以 下 に前 提 条 件 とな

る もの を示 す 。

(1)あ ま り大 規 模 で は な く、MineSで 検 索 で き る形 に編 集 され た デ ー タ。
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(2)今 回の 開発 で はUNIXフ ァ イ ル シス テ ムを 使 用 し て い る の で 、UNIXが 実

装 され て い る ワ ー ク ス テー シ ョン等 。

(3)今 回 の実 装 で は 、 画像 その もの だ け の検 索 は行 わ な い。

(4)UIテ ン プ レー ト検 索 は行 わず 、 そ の情 報 はUIEで 管 理 す る。

以 上 の こ とがMineS/DBの 実 装 に お け る今 回 の前 提 条 件 で あ る。

11.3ビ ュ ー と ス キ ー マ

MineSで は ビュ ー とス キ ーマ を次 の よ う な もの と して考 え てい る。

ビュー とはす な わ ちユ ーザ が 実 際 に見 る こ との で き る視 点 で あ り、 そ の 画 面 表 示 を

司 っ て い る もの をUIテ ンプ レー トと して い る。 そ して このUIテ ン プ レー トを 通 して見

る こ との で きる もの をMineSで 定 義 してい る ユ ーザ メデ ィ ア と呼 ぶ。

ス キ ー マ とは デ ー タが どの よ う に して 格 納 され て い る か を 表 わ す ベ ー ス テ ン プ レー

トと して 考 え て い る 。 す な わ ちMineSで 言 う ベ ー ス テ ン プ レー トは 、 デ ー タ を格 納 す

る た め の構 造 を表 わ してお り、 こ の構 造 を基 に して検 索 が行 わ れ る。 この こ と に よ り

2つ の 関係 は特 に密 接 な もの で あ る こ とが わ か る。 な ぜ な ら ど ち らか1方 の 記 述 の ミ

ス に よ り、 ベ ー ス テ ン プ レー ト と、 デ ー タ と の あ る部 分 の リ ン クが 断 ち切 られ て しま

うか ら であ る。 ま た意 図 しない デ ー タの検 索 が 行 わ れ て しま う可 能 性 が発 生 す る。

以 上 の2つ の もの を 、 デー タ ベ ー ス の 一 般 的3層 ス キー マ 構 造 と照 ら し合 わ せ る と

そ れ ぞ れ、外 部 ス キ ー マ、 内 部 ス キ ーマ と して捕 え る こ とが で き る。

11.4デ ー タ ベ ー ス の 作 成

この章 で は実 際 にデ ー タ等 を どの よ う に して作 成 、 格 納 す るか を表 わ す 。 実 際 に1

つ の デ ー タベ ー ス フ ァイ ル に は次 の よ うな デ ー タが格 納 され て い る。

(1)デ ー タの構 造 を示 す ベ ー ス テ ン プ レー ト

(2)デ ー タ

(3)ユ ーザ イ ン ター フ ェ ー ス 用UIテ ンプ レー ト(今 回 の実 装 に は含 まれ な い)
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これ ら の 情 報 が1セ ッ トと な りデ ー タ ベ ー ス を 構成 してい る。 ま た マ ル チ メ デ ィ ア

デ ー タ は こ れ とは別 に管 理 され て い る。

11.4.1テ キ ス ト デ ー タ

(1)ベ ー ス テ ン プ レ ー ト

ベ ー ス テ ン プ レー トは以 下 の よ うな フ ォ ーマ ッ トに よ り格 納 され て い る。

〃〃BTデ ー タ ベ ー ス名 二XXXX作 成 者=XXXX作 成 年 月 日=

XXXX更 新 年 月 日=XXXX〃 〃F1〃 〃名 称=ブ イー ル ド名 メ デ イ

ァ=XXX単 位=XXX〃 〃F2〃 〃名 称=フ ィー ル ド名 メ デ ィ ア=

XXX単 位=XXX〃 〃F3〃 〃

この な か に 出 て くる フ ィー ル ド名 は 、 実 際 に検 索 要 求 式 の な か に含 ま れ て い る検 索

対 象 の フ ィー ル ド名 で あ る。 「メ デ ィア=」 の後 ろの キ ー ワー ドは 文 字 、 数値 、 表 、

図形 、 静 止 画 、音 声 、 動 画 等 で あ りフ ィー ル ドの メ デ ィ ア を表 わす 。 「単 位=」 の後

ろ の キ ー ワ ー ドは 、 メ デ ィ アが 数 値 の場 合 に 、'単位 が 入 る。例 え ば%、 百 万 円 、 名 な

どで あ る。

(2)デ ー タ

デ ー タ は 以 下 の よ うな フ ォー マ ッ トに よ り格 納 され て い る。

〃〃 レコ ー ドn〃〃 作 成 年 月 日=XXXX作 成 時 刻=XXXX更

新 年 月 日=XXXX〃 〃Fl〃 〃デ ー タ 〃〃F2〃 〃デ ー タ

〃//F3〃//デ ー タ

デ ー タ の メ デ ィ ア欄 が 文 字 と数 値 以 外 の場 合 、 その デー タ に は マ ル チ メ デ ィア デ ー

タ を 識別 す る た め の タ イ トル が 入 る。 図11-1に 実 際 に デー タ を組 み 込 ん だ状 態 を表

わす 。

11.4.2マ ル チ メ デ ィ ア へ の 対 応

マ ル チ メ デ ィ ア デー タ の管 理 は テ キ ス トデ ー タ の作 成 、 レ コー ドの 追 加 、 更新 、 削
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MineSの デ ー タ

ベ

ー

ス

テ

ン

プ

レ

ー

ト

////BTデ ータベース名=東 北地 区情 報産業一覧 作成者=XXX

作成 年月 日=XXX更 新年 月 日=////F1////名 称=会 社名 メ

デ ィア=文 字 単位==////F2////名 称=フ リガナ メデ ィア=文

字 単位=////F3////名 称=住 所 メデ ィア=文 字 単位=////

F4////名 称=電 話 番号 メデ ィア=文 字 単位=////F5////名 称

=資 本金 メデ ィア=数 値 単位=百 万////F6////名 称=社 長

メデ ィア=文 字 単位=////F7////名 称=略 称 メデ ィア=文 字

単位=////F8////名 称=略 称 フ リガナ メデ ィア=文 字 単位

=////F9////名 称=社 員数 メデ ィア=数 値 単位 二人////F10

////名 称=創 立記念 日 メデ ィア=数 値 単位=年////F11////

名称=画 像 メデ ィア=画 像 単位=

////レ コー ド0ヘ ッダ ー////F1////(株)青 森電 子 計 算 セ ン タ

ー////F2////ア オ モ リデ ンシ ケ イ サ ンセ ンタ////F3////青 森 県

青 森 市////F4////0177-35-1230////F5////200////F6////

代 表 取 締 役 三 国智 造 、 代 表 取 締 役 千 葉 繁 次 郎////F7////A・C

ア ・S////F8////工 ー シ ー エ ス////F9////★ ★★////FIO////19

1 66////レ コ ー ド1ヘ ッダ ー////F1////(有)青 森 デ ー タ ・ビジ

タ ネス////F2////ア オモ リデータ ビジネス////F3////青 森 県青森

市////F4////0177-34-5356////F5////5////F6////奈 良 き

ゑ////F7////ADB////F8////エ ーデ ィ ビー////F9////★ ★★

////FIO////1985////レ コ ー ド2ヘ ッダ ー////F1////(株)

青 森 コ ン ピュ ー タ セ ンタ ー////F2////ア オ モ リコ ン ピュ ー タ セ ン

タ////F3////青 森 県 青 森////F4////0177-81-8662////F5

////72////F6////柿 崎 新 一 郎////F7////ACC////F8////エ

イ シ ー シ ー////F9////★ ★★////FIO////1968////レ コ ー ド3

ヘ ッダ////F1////(株)青 森 共 同計 算 セ ンタ ー////F2////ア オ

モ リキ ョウ ドウケイサンセンター////F3////青 森 県青森////F4

////0177-38-5221////F5////32////F6////会 長 三 國 智 造

、社 長 工 藤 義 昭////F7////JAC////F8////ジ ャ ック////F9

////★ ★★////F10////1977////レ コー ド4ヘ ッ////F1////

(株)エ マ ーズ 高度情報社会技術 研究所////F2////エ マーズ

////F3////宮 城 県 仙 台 市////F4////022-222-6584////F5//

//354////F6////所 長 水 野 晋 一////F7////EMAS////F8////

イ ー エ ムエ ーエ ス////F9////800////FIO////1970////F11

////emas.fig
一

1」 」

図11-1MineSで 扱 う デ ー タ
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除 につ い て 自動 的 に行 わ れ る。 そ して 管 理 テ ー ブ ル を基 に して物 理 的 な フ ァイ ル ヘ デ

ー タが 書 き込 ま れ て い る。 実 際 の検 索 時 には 、検 索 を した い マ ル チ メ デ ィア デ ー タ を

示 す管 理番 号 が 与 え ら れ 、 そ の 管 理 番 号 を基 に して管 理 テ ー ブ ル を参 照 し物 理 的 な デ

ー タの位 置 、 サ イ ズ等 を 知 り、 そ して 一度 フ ァイ ル に そ の必 要 な デ ー タ だ け を落 と す 。

そ の後 そ の フ ァイ ル の 内 容 をUIEへ 送 り返 す。

11.5.DBE開 発

11.5.1Ul記 述 言 語 を中 間形 式 に変 換

UIEで は 独 自 に定 義 した 記 述 言 語 に よっ てユ ー ザ との イ ンタ ラ ク シ ョ ン、各 メ デ ィ

アの グ ラ フ ィカ ル な表 示 等 を行 っ て い る。 その ためUIEか ら発 せ られ る 要 求 式 もUI記

述 言 語 で行 わ れ る た め 、 それ をDBEが 解 釈 す る ため に はDBEで 定 義 した 要 求 式 に 変 換

を行 わ な け れ ば な ら な い(図11-2)。

ま た こ の よ うな こ とか ら 、 この 変 換 を行 う部 分 を変 更 す る こ と に よ り、MineSで 提

供 す るUIEか ら の検 索 要 求 式 だ け で は な く、他 の ア プ リケ ー シ ョン プ ロ グ ラ ム 等 か ら

の 要求 式 を受 け取 り検 索 を行 う こ とが 可 能 で あ る。

11.5.2DBで の 要 求 式

先 に 述 べ た よ うに 、MineS/DBはUI記 述 言 語 をDBEで 解 釈 で き る 要 求 式 に 変 換 を行

っ て い る。 以 下 に各 要 求 式 の形 式 を表 わ す。

(1)検 索 要 求 式

構 文

(DBt'入 力 デ ー タ ベ ー ス 名"tt検 索 結 果 フ ァ イ ル 名11)(演 算 子 フ ィ ー ル

ド 名1[数 値]Ilndextt文 字 列(キ ー ワ ー ド)"1[数 値]1フ ィ ー ル ド 名Ilndex

Index)(・ ・ ・ ・ …)・ ・ …

・住 所 、 資 本 金 は ベ ー ス テ ンプ レー トの名 称=フ ィー ル ド名 の 内 容 と対 応 す る 。

・キ ー ワ ー ドが 文 字 の場 合 は""で 囲 む
。

・キ ー ワー ドが 数 値 の場 合 は[と]で 囲 む。
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U工E
UIか ら の検 索 要 求 式

(qexp(operand"databasel"(&&(住 所"仙 台市")(会 社 名

(〉(社 員 数200))))"newdatabase")

DBE

DBで 変 換 後 の検 索 要 求 式

(DB"databasel""newdatabase")(〉 社 員数{200】10)(o住 所"仙 台 市"11)

(o会 社 名"(株)"12)(&&111213)(&&101314)

図11-2要 求 式の変換
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・10 、11、12・ ・ ・ … は 各 式 の 真 理 値 を 表 わ す 指 標 と し て使 用 す る 。

実 際 にDBEで 解 釈 す る こ と の で き る 要 求 式 は 次 の よ う に な る 。

例)(DB"input_db""output -db")(o住 所tt宮 城 県"10)(o資

本 金[1000]Il)(&&101112)

[意 味]input_dbと い う フ ァ イ ル か ら住 所 が 宮 城 県 で 資 本 金 が1000万 円(ベ ー ス テ

ン プ レー トの 資 本 金 フ ィ ー ル ドの 単 位 が"万 円"の 場 合)以 上 の 会 社 を 探 す 。 そ し

て そ の 結 果 をoutpuLdbと い う フ ァ イ ル に 書 き 出 す 。

(2)デ ー タ の 要 求 式

構 文

(givenext:prev件 数tt検 索 結 果 フ ァイ ル名")

指 定 の検 索 結 果 フ ァイ ル か ら検 索 後 の デ ー タを指 定 され た件 数分UIEに 送 る 。

(3)デ ー タ ベ ー ス のOPEN/CLOSE要 求

構 文

(open:close"デ ー タベ ー ス名")

11.5.3フ ル テ キ ス ト検 索

先 に も述 べ た よ う にMineS/DBで は フル テ キ ス ト検 索 を行 っ て い る。 で は 具体 的 に ど

の よ う な形 で実 現 して い る か を示 す(図11-3)。

1UIよ りUI記 述 言 語 の検 索 要 求 式 を受 け取 る。

2受 け取 っ た検 索 要 求 式 をDBで の検 索 質 問 式 に変 換 す る。

3検 索 要 求 式 で 指 定 さ れ て い る検 索 対 象 フ ァイ ル を読 み 、 ベ ー ス テ ン プ レ

ー ト情 報 を 動 的 に配 置 す る
。

4先 ほ ど の ベ ー ス テ ン プ レー ト情 報 を基 に 、検 索 要 求 式 の各 式 を ユつ の レ

コー ドに対 して順 に評 価 してい く。
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U工E
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6検 索 モ ジュ_ル

マルチ メデ ィア管理

モ ジュール

7

5

メデ ィア

フ ァ イ ル

3 4

デ ー タベ ー ス 1次 フ ァイ ル

図11-3検 索 動作
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5最 終 的 に そ の レ コー ドが検 索 質 問 式 に当 て は ま る もの な ら、 その レ コー

ドを検 索 要 求 式 に示 して あ る1次 フ ァイ ル に書 き出 す 。

6次 の レ コー ドを読 み 込 み検 索 要 求 式 に従 っ て 評価 して い く。

7こ こで 出力 さ れ た レ ー コー ドの 中 に、 マ ル チ メ デ ィ ア デー タ の情報 が含

まれ てい て、 か つ そ の マ ル チ メ デ ィア情 報 が 必 要 と され た と きに は、 そ の

マ ル チ メデ ィ ア情 報 を基 に して独 自 の管 理機 構 に よ り検 索 を行 う。

11.5.4UIへ のUl記 述 に よ る デ ー タ 渡 し

UIか らの検 索 要 求 に従 い 、 そ の結 果 をUIで 解 釈 で き る形 で送 り返 さ ね ば な ら ない 。

そ の と き に そ の 結 果 をUI記 述 言語 の な か に、 そ のUI記 述 言 語 に合 っ た デ ー タを埋 め 込

む よ うな 形 で 渡 す 。 そ の こ とに よ りUIで はそ れ を そ の ま まイ ン タ プ リ トす れ ば、 結 果

が 得 られ る。 ま た異 な っ た形 の デ ー タ渡 しにな っ た と して も即 座 に変 更 が可 能 で あ る。

しか し今 回 の 実 装 で は 、UIテ ン プ レー トをUIで 管 理 す る 方 法 を と っ た の で 、DBEが 実

際 に返 す デ ー タ は〃〃Fn〃 〃等 の情 報 を取 り除 い たデ ー タ そ の もの をUNIXで 実装 され

て い る ソケ ッ トを使 用 し返 す こ と に した(図11-4)。 ま たマ ル チ メ デ ィ ア デー タ に

つ い て も同 じよ う に検 索 され たデ ー タ を ソケ ッ トを使 用 しデ ー タ を渡 す よ うに した 。

＼
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U工E
UIか らの 検 索 要 求 式

(qexp(operand"database1"(&&(住 所t－仙 台 市")(会 社 名

(〉(社 員数200))))"newdatabase")

DBE

(DB"database1''"newdatabase")(〉 社 員 数[200]10)(o住 所"仙 台 市"11)

(o会 社 名'e(株)"12)(&&111213)(&&101314)

検 索

(((株)エ マ ー ズ 高 度 情 報 社 会 技 術 研 究 所 エ マ ー ズ 宮 城 県 仙 台 市

022-222-6584354所 長 水 野 晋 －EMASイ ー エ ム エ イ エ ス800

emas.fig)(・ ・ ・ …)・ …)

図1仁4検 索要求式か らデータが返 されるまで
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12 MineS/Ulの 実 装

12.1は じ め に

MineS/UIは 分 散 シ ス テ ム上 でMineSス ペ ース を 形成 し、 ユ ーザ との イ ンタ ラ ク シ ョ

ン、 シス テ ムの 柔 軟 性 、 ユ ー ザ メ デ ィアの構 築 を実 現 す る上 で重 要 な位 置 を占 め る。

本 章 で はUIア ー キ テ クチ ャ に沿 い、 い か にMineS/UIを 実 装 す る か をMineSプ ロ トタ

イ プシ ス テ ム にお い て説 明 す る。

12.2Ul記 述 言 語 の 定義

UIの 構 造 を記 述 す る た め の 言 語 で あ る。 記 述 内容 は 、 ユ ー ザ との イ ン タ ラ ク シ ョ ン

(ボ タ ンの 設定 、押 さ れ た と きの 動作 な ど)、UIEとDBEと の デ ー タの授 受 、 各 メ デ

ィ ア デ ー タ の グ ラ フ ィ カ ル な 表示(ユ ーザ メ デ ィ ア)な ど で あ る。MineS/UI記 述 言 語

を以 下 に示 す 。
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DBへ の ア クセ ス ・ク ロ ー ズ要 求

UIEか らDBEへ のDBア ク セ ス ・ク ロ ー ズ 要 求 で あ る 。

関 数open

引 数 デ ー タ ベ ー ス 名

デ ー タ ベ ー ス ヘ ア ク セ ス す る 。

関 数close

引 数 デ ー タ ベ ー ス 名

デ ー タ ベ ー ス との や り取 り を 止 め る 。

検索要求

UIEか らDBEへ 送 られ る検 索 要 求 式 で あ る 。DBEで は検 索 結 果 を検 索 結 果 フ ァ イ ル

と して フ ァ イル に落 とす 。 以 下 に現 在 サ ポー トして い る関 数 を示 す 。

検 索 式(qexp(演 算 子 オ ペ ラ ン ド))

演 算 子&&(ア ン ド)ll(オ ア)!(ノ ッ ト)

&&、llは オペ ラ ン ドを2つ 以 上 引数 に と る。1は1つ で あ る。

オペ ラ ン ド(フ ィー ル ド名 キ ー ワー ド)ま た は(演 算 子 オ ペ ラ ン ド)

テ ン プ レ ー ト要 求

UIEか らDBEへ の テ ン プ レー ト検 索 要 求 で あ る。

関 数get-template

引 数 テ ン プ レー ト名

DBEか らテ ン プ レー トが 返 され る。 テ ンプ レー トに は表 示 され る デ ー タの 情

報 が 記 述 され て い る。
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カプセル化す るデー タの要求

検 索 され た テ ン プ レー トに デ ー タを カ プ セ ル化 す る際 の デー タ要 求 式 で あ る。

関 数give

引数prevま た はnext必 要 とす る デー タ件 数 検 索 結 果 フ ァイ ル

DBEか ら要 求 した件 数 の デ ー タが 返 さ れ る。UIEで は こ の デ ー タ を テ ン プ レ

ー トに カ プ セ ル化 す る
。

ユ ー ザ メデ ィア の 記述

ユ ーザ メ デ ィア を記 述 す る ため の 関数 で あ る。 これ はUI構 築 ツ ー ル と して ユ ーザ に

提 供 され る。

関 数get-root-window-ID

引 数 な し

XWindowSystemに お け る ル ー トウ ィ ン ドウ のIDを 取 得 す る 。

関 数create-window

引 数window-IDposition-xposition-ywidthheightborder

window-IDで 指 定 さ れ た ウ イ ン ド ウ上 のposition-xposition-yで 指 定 され た位

置 にwidth、heightで 指 定 さ れ た 大 き さ の ウ ィ ン ド ウ を 生 成 す る 。borderは ウ

イ ン ドウ の 枠 の 太 さ 。

関 数destroy-window

引 数window.ID

window-IDで 指 定 さ れ た ウ ィ ン ド ウ の破 棄 を行 う。

関 数show-bitmap

引 数window-IDbitmap-fileposition-xposition-ywidthheightborder

window-IDで 指 定 さ れ た ウ イ ン ド ウ 上 のposition-xposition-yで 指 定 さ れ た位

置 にwidth、heightで 指 定 さ れ る 大 き さ の 、borderで 指 定 さ れ た 太 さ の 枠 を も

つ ウ イ ン ド ウ を 生 成 し、bitmap-fileで 指 定 さ れ る ビ ッ トマ ッ プ フ ァ イ ル を 表
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示 す る。

関 数put-label

引 数window-IDlabelposition-xposition-ywidthheightborder

window・IDで 指 定 さ れ た ウ イ ン ド ウ 上 のposition-xposition-yで 指 定 さ れ た位

置 にwidth、heightで 指 定 さ れ る 大 き さ の 、borderで 指 定 さ れ た 太 さ の 枠 を も

つ ウ イ ン ドウ を 生 成 し、labe1で 指 定 さ れ た1行 の み の 文 字 列 を 表 示 す る 。

関 数create.textedit.window

引 数window-IDposition-xposition-ywidthheightborder

window-IDで 指 定 さ れ た ウ イ ン ド ウ 上 のposition-xposition-yで 指 定 した 位 置

にwidth、heightで 指 定 さ れ た 大 き さ でborderで 指 定 さ れ た 太 さ の 枠 を も つ テ

キ ス ト編 集 用 の ウ イ ン ド ウ を 表 示 す る 。

関 数get-text

引 数window.ID

window-IDで 指 定 さ れ た テ キ ス トウ イ ン ド ウ か ら文 字 列 を 取 得 す る 。

関 数put-text

引 数window-IDstrings

window-IDで 指 定 さ れ た テ キ ス トウ イ ン ド ウ へ 文 字 列 を 出 力 す る。

関 数make.button

引 数window-IDIabelposition-xposition-ywidthheightborder

window-IDで 指 定 さ れ た ウ イ ン ドウ 上 のposition-xposition-yで 指 定 さ れ た 位

置 に1abe1で 指 定 さ れ た ラ ベ ル を も つ 、width、heightで 指 定 さ れ る 大 き さ で 、

borderで 指 定 さ れ た 太 さ の 枠 を も つ ボ タ ン を 生 成 す る 。

関 数set-script

引 数window-IDscript

window-IDで 指 定 さ れ た ボ タ ンが 押 さ れ た と き の 動 作 をscriptで 指 定 す る 。
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関 数event-loop

引 数&optionaltimeout-event-looP

イ ベ ン ト取 得 ル ー プ に は い る 。

通 常 、 ボ タ ンや テ キ ス トの 編 集 は 、 イ ベ ン ト取 得 ル ー プ 内 で し か 機 能 しな い 。

timeout-event-loopで 数 値 を指 定 す る と 、 そ の 指 定 時 間 「マ イ ク ロ秒 」 だ け

イ ベ ン ト取 得 ル ー プ に は い る。timeout-event-100pを 省 略 す る と 、 イ ベ ン ト

取 得 ル ー プ に は い っ た ま ま と な る 。

関 数exit-event-loop

引 数 な し

イ ベ ン ト取 得 ル ー プ か ら抜 け 出 す 。

関 数send

引 数portUI-expression

CSEに よ り提 供 さ れ るportで 指 定 さ れ た プ ロ セ ス 間 通 信 の た め チ ャ ネ ル へ 、

UI記 述 を 送 信 す る 。CSEに よ り提 供 さ れ るportは5種 類 の 同 期 ポ ー ト(sync1

か らsync5)と1つ の 非 同 期 ポ ー ト(async)で あ る 。 非 同 期 ポ ー トを 使 用 す

る と メ ー ル ス プ ー ル に 蓄 え られ る 。

関 数receive

引 数port&optionalsynchronize

CSEに よ り提 供 さ れ るportで 指 定 さ れ た プ ロ セ ス 間 通 信 の た め チ ャ ネ ル か ら

UI記 述 を 受 信 す る 。synchronizeにnil以 外 を 指 定 す る と デ ー タ が 受 信 さ れ る

ま で 待 つ 。synchronizeにnil以 外 を 指 定 す る か 、synchronizeを 省 略 す る と 、

デ ー タ が 受 信 さ れ な い 場 合 はnilを 返 す 。

12.3イ ン タ プ リ タ の 作 成

UI記 述 言 語 に よ って 書 か れ たUIは イ ンタ プ リタ に よ っ て 実行 され る 。 各 機 種 毎 の イ

ン タ プ リ タ を作 成 す る こ と に よ り、多 機種 に対 応 し、MineSス ペ ー ス を形成 す る 。

プ ロ ト タ イ プ シ ス テ ム で はSun社 の ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンSS10、Sony社 の ワ ー ク ス テ
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一 シ ョ ンNews
、Windows搭 載 のNEC/PC-9800パ ソ コ ン に そ れ ぞ れ 対 応 す る イ ン タ プ

リ タ を 作 成 し た 。

12.4UIE開 発

MineSプ ロ トタ イ プ シ ス テ ム の 具体 的 な 実 装 につ い て説 明 す る。 プ ロ トタイ プ シ ス

テ ム は東 北 地 域 情 報 産 業 サ ー ビス 一覧 の会 社 デ ー タ(東 北 通 商 産 業 局,1993)(お よ

そ1000件 の テ キ ス ト、 静 止 画 デ ー タ)を 提 供 す る シス テ ム で あ る。MineSプ ロ トタ イ

プ シ ス テ ム 全 体 の 動 作 と して は サ ー バ をSun/SS10に 、 他 の 機 種(Sony!News、

NEC/PC-9800(Windows)パ ソ コ ン)を ク ライ ア ン トに し、複 数 の ユ ー一・ザ か らの ア クセ

ス を想 定 した もの と して実 装 した。MineSIUIア ー キ テ クチ ャ に 沿 っ た検 索 結 果 表示 の

動作 例 を図12-1に 、 この と きの デ ー タの流 れ を図12-2に 示 し、 ま た ユ ーザ イ ン

タ ラ ク シ ョン の 動作 例 を図12-3に 、 この と きの デ ー タの 流 れ を図12-4に 示 す 。

ユ ーザ が 直接 対 話 す るユ ー ザ イ ンタ フ ェ ー ス につ い て は14章MineSの 運用 を参 照 の

こ と。

12.4.1Ulテ ン プ レ ー トの 作 成

UIテ ンプ レー トには 、 起 動 時 の メ.ニ ュ ー と して デ ー タベ ー ス 選 定 カ ー ドと検 索 キ ー

ワー ド入 力 カ ー ドが あ り、 ま た検 索 され た デ ー タを表 示 す るカ ー ドと して一 覧 表 示 カ

ー ド、 詳 細 情 報 カ ー ドが あ る。 一 覧 表 示 カー ドは検 索 さ れ たデ ー タ を 特 定 の フ ィ ー ル

ドのみ 簡 易 表 示 す る もの で あ り、社 名 の み 、 社 名 ・電 話 番 号 、社 名 ・会 社 の写 真 、 の

3種 類 を 実 装 した。 詳 細 情 報 カー ドは1社 分 の デ ー タ を表 示 す る もの で あ る。UI記 述

言 語 に よる一 覧 表 示 カ ー ドの記 述 と実行 例 を そ れ ぞ れ 図12-5、 図12-6に 示 す。

これ らの カ ー ドで は キ ー ワ ー ド入力 を 除 い てす べ て操 作 は ボ タ ン機 能 に よ り提 供 さ

れ 、使 い易 い ユ ーザ イ ン タ フ ェー ス を実 現 して い る。

12.4.2非 同 期 な デ ー タ 検 索

無線 転 送 実 験 に よ り、 同期/非 同期 の 機 能 を付 加 す る こ と に よ り転 送 メ デ ィア の 一

つ と して 扱 う こ とが 可 能 とな り、 検 索 され た デ ー タ を メ ー ル に よ り送 る機 能 を実 装 し

た。
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1

認

ー

UIE

DBE

DB

カプセル化 された

検索結果

UIE

カプセル化 された

検索結果 をインタプリ ト
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モニ ター画面

ユ ー ザ

図12-1UIEの 動 作 例(検 索 表 示 の 例)

フルシステム側 のurEで はDBEに よ り検 索 された結果 をカ プセル化 し、サブシステム側のUIEに 送 る。サ ブ

システム側 のUIEで は このカ プセル化 されたデー タをインタプ リトし、ユーザのモニター画面に表示する。
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会社 デー タベース にお いて会社 と住所 を検索 した場合 のデータの流れを示 している。
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図12-3UIEの 動 作 例(ユ ー ザ イ ン タ ラ ク シ ョ ン)

ボ タ ンの ク リ ック な ど のユ ーザ イ ン タラ ク シ ョ ンを行 な った場 合 、 サ ブ シ ス テ ム側 のUIEで はユ ーザ の

行 な っ た動 作 をUI記 述 にイ ン タ プ リ トし、 フル シス テ ム側 に送 る。 フ ル シ ス テ ム側 のUIEで は このUI記

述 を イ ンタ プ リ トし、DBEに 対 して処理 要 求(検 索 要 求 な ど)を 出 す 。
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リス ト表 示 カ ー ドの 記 述

(make-templatelisLcard(dataldata2data3)

ウ ィ ン ドウ の生 成

(setqform(create-window(get-root-window-ID)1001005004002))

ラ ベ ル の 生 成

(put-labelformtt東 北 地 域 情 報 産 業 一覧 デ ー タベ ー ス"1045380300)

(put-labelformttリ ス ト表 示 カ ー ド"9090320300)

(put-labelform"社 名"30200260301)

(put-labelform't県 名TT290200170301)

デ ー タ を代 入 す る テ キス トフ ィ ール ドの生 成

(setqprefl(create-textedit-windowformnil290230170301ni1))

デ ー タ か ら社 名 と県 名 を取 り出 し,そ れ ぞ れ ボ タ ン とテ キ ス トフ ィー ル ドに代

入

(setqname1(make-buttonform(name-ofdata)3023025930120))

(put-textpref1(pref-namedata))

ボ タ ン を押 さ れ た 時 の記 述

ボ タ ン を押 す とサ ー バ に(pushed』amel)と 送 られ,サ ーバ か らの メ ッセ ー ジ を

イ ン タ プ リ トす る

(set-scriptnamelT(progn

(sendsync1"(pushed_name1)")

(eval(receivevsync1))

))

そ の 他 の ボ タ ン の 設 定

(setqprev(make-buttonform"前 画 面"3001408030222))

(setqnext(make-buttonform"次 画 面"3851408030222))

(setqexit(make-buttonform"終 了"3853508030222))

(event-100P)

図12-5一 覧 表 示 カ ー ド(Ulテ ン プ レー ト)の 記 述
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東北地域情報産業一覧データベース(=麺=⊃

リス ト表示 カー ド

該当件数 件 ⊂証童画⊃⊂麺 ⊃

社名 所在地

name-ofdata1 pref-ofdata1

name-ofdata2
pref-ofdata2

name-ofdata3 pref-ofdata3.

図12-6一 覧表示 カー ドの実行結果
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実 際 に 非 同期 な デ ー タ検 索 を使 用 す る 利 点 は主 に通信 コス トが か か る無線 で の イ ン

ター ネ ッ トに よる通 信 の利 用 や 、検 索 結 果 を後 で利 用 したい 場 合 が 考 え られ る。

12.4.3起 動 時 の メ ニ ュ ー の 実 装

ネ ッ トワ ー クの ど こ に デー タベ ー ス が あ るの か ユ ー ザ に意 識 させ る こ と な くア クセ

ス で き る デ ー タ ベ ー ス 選 定 カー ドを実 装 した 。 具体 的 な 実 装 と して デ ー タベ ー ス 選 定

カー ドに は個 々 の デ ー タベ ー ス が ど こ に存在 す るか 記 述 さ れ て お り、 ユ ー ザ は ボ タ ン

機 能 と して提 供 され て い る デー タ ベ ー ス名 を マ ウス で ク リ ック しさ え す れ ば そ の デ ー

タベ ー ス に ア クセ ス で き る。

12.4.4Ul構 築 ツ ー ル の 提 供

ユ ー ザ メ デ ィア をユ ー ザ が 容 易 に記 述 で き る よ う にUI構 築 ツ ー ル を提供 し た。 ユ ー

ザ 固 有 の ユ ーザ メ デ ィ ア を通 し て デ ー タを見 る こ と を可 能 に し、 ま た デー タベ ー ス作

成 者 に は情 報 提 供 の一 連 の 動 作 を構 築 す るの を 支援 す る。UI構 築 ツ ール はUI記 述 言 語

と して提 供 さ れ る。

12.4.5デ ー タ 格 納 ツ ー ル の 提 供

MineSは パ ー ソ ナ ル デ ー タ を対 象 に し、 容 易 にデ ー タベ ー ス 化 で き る シ ス テ ム で あ

る。 こ の ためUIEで は デ ー タ格 納 機 能 を提 供 し、DBEと と も に デ ー タ ベ ー ス化 を支 援

す る。 デ ー タ格 納 機 能 は プ ロ トタ イ プシ ス テ ムで は テ キ ス ト、 静 止 画 デ ー タに つ い て

の み格 納 で き る。
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13 MineS/CSの 実 装

13.1は じ め に

この 章 で はMineSICS機 能 の 実 装 で あ るMineS/CSE(コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョンサ ポー ト

エ ン ジ ン)の 実装 につ い て述 べ る 。13 .2節 で は 、 実 装 し たCSEの 通信 形 態 につ い て

述 べ 、13.3節 で は2つ のOS上 で の2種 の通 信 ポ ー トの 実 装 につ い て 述 べ る 。 ま た、

13.4節 で は 無線 の 転 送 実 験 に つ い て述 べ る 。 実 装 の 概 要 に つ い て は 図6-4も 参 照

の こ と。

13.2通 信 形 態

今 回の 実装 で は 以 下 の よ う に した 。 ネ ッ トワー ク抽 象 化 の 機 能 と し て、(1A)複

数 の 同期 チ ャ ネル の う ち一一つ の み 、 と、(1B)一 つ の 非 同 期 チ ャ ネル を 実 装 した 。

MineS!CS間 通信 と して は(2A)共 にTCP/IPを 用 い る もの 、(2B)共 に 無 手 順 、

〈2C)TCP/IP－ 無 手順 に よ る もの(こ の 間 の プ ロ トコル 変 換 は ワー クス テー シ ョ ンが

行 う)、 を実 装 した 。
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13.3UNIX/DOSに よ る2種 の ポ ー ト提 供

同期/非 同 期 の 通信 に 関 し て は、UNIX、MS-DOS双 方 に同期 ポ ー トを1つ 、 非 同期

ポ ー トを1つ 用 意 し、UIEか ら の 要 求 に よっ て ど ち らで も 自由 に使 用 で きる よ う に し

た。 同期 ポ ー トはUNIXの ソケ ッ トを用 い 、 ま た非 同期 ポ ー トは 、UNIXのsendmailを

用 い て通 信 を行 な っ て い る。

13.4無 線

無 線 に よ る 転 送 実 験 をlnterCam(布 川 他,1993a)(布 川 他 ,1993b)を 利 用 し て 行

っ た 。 こ れ はPC-9800上 のMineSの シ ス テ ム(C言 語 に よ り記 述)と
、Macintosh上 の

ユ ー ザ ー 側 の 端 末(HyperCardに よ り記 述)の 間 で
、 同 期/非 同 期 の 通 信 を 実 現 した

も の で あ る 。
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14 MineSの 運 用

14.1MineSの 運 用

MineSシ ス テ ム は イ ン タ ー ネ ッ トに よ る 通 信 、 イ ン タ ー ネ ッ ト と無 手 順 に よ る 通 信 、

無 線 で の イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 通 信 等 を 介 し て利 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 現 在

使 用 で き る 機 種 は 、UNIXワ ー ク ス テ ー シ ョ ン(Sony/News、Sun/SSIO)、Windows

パ ソ コ ン(NEC/PC-9800、EPSON/ペ ン コ ン ピ ュ ー タ)で あ る 。 しか し今 回 は 主 に

UNIX間 で の 運 用 に つ い て 行 な っ た 。

MineSシ ス テ ムの 運 用 は東 北 イ ン タ ー ネ ッ トを介 し た東 北 地 域 の 情 報 産 業企 業 情 報

(東 北 通 商 産 業 局,1993)の サ ー ビス を考 え てお り、 お よそ 千件 の デ ー タ を扱 う こ と

が で き る。 ま た今 後 提 供 で き る デ ー タが あれ ば 随 時 提 供 を 開始 して い き たい と考 え て

い る。 図14-1～ 図14-6にUNIXワ ー ク ス テー シ ョ ン(Sony/News)の 運 用 時 の 画

面 の 状 態 遷 移 を表 わ して い る 。

先 に も述 べ た と お り この デ ー タ はMineSで 扱 う こ との で き る フ ォ ー マ ッ トに変 更 し

て あ り、 図11-1が そ の デ ー タ を表 わ してい る。 また 画 像 デ ー タの 表 示 を可 能 と して

お り、 文 字 情 報 だ け で は分 か り に くい 情 報 で も、 画像 を 交 え て 詳 しい 情 報 の提 供 を可

一82一



能 と し て い る 。

操作例

実 際 にMineSの 操 作 例 を 図 を交 え て以 下 に説 明す る。

・MineSが 実装 され て い る マ シ ンに お い てMineSシ ス テ ム を起 動 す る 。

・MineSシ ス テ ムが起 動 さ れ た 直 後 、 図14-1の 画 面 が 現 わ れ る 。 この 画 面 か

ら 自分 の検 索 した い デ ー タベ ー ス名 をマ ウス で ク リ ッ クす る と 図14-2の 画

面 とな る。

・こ こで何 を キ ー に して検 索 す るか を選 択 す る。 こ の画 面 で は"住 所 等"を 検 索

の キ ー と してい る。 そ うす る と図14-3の 画 面 が 現 わ れ る 。

・そ して 、次 に どの 県 で検 索 を開 始 す る か を選 択 す る。

・検 索 項 目選 択 画 面 で"検 索"を マ ウス で ク リ ッ クす る。 そ うす る と 図14-4

の 画 面 が 現 わ れ る。

・次 に検 索 さ れ た デ ー タ を どの よ う な形 で リス ト表 示 させ たい か を選 択 す る。 こ

の 画 面 で は"社 名 の み"を 選 択 して い る。

・次 に図14-5に あ る よ う に、 質 問 の条 件 に合 う会 社 名 が リス ト表 示 され る。

・最 後 に リス ト表示 され た会 社 の詳 細 デ ー タが見 たい 場 合 、 そ の会 社 名 を ク リ ッ

クす る 。 そ うす る と図1、4-6の よ う に会 社 情 報 の 詳細 情 報 が 表 示 さ れ る。 こ

こで は文 字 情 報 の他 に画 像 も表 示 して い る。

以 上 が 具 体 的 な 動 作 例 で あ る。 また他 に検 索 し たい 情 報 が あ れ ば 、 再 び以 上 の 様 な

操 作 を 行 え ば検 索 が 可 能 で あ る 。 また こ こ に示 した操 作 は あ くま で も例 で あ りこ れ が

全 て で は な い。
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15 MineSの 評 価

15.1は じ め に

この 章 で は 、5章 で 述 べ たMineSの 要 求 定 義 が ア ー キ テ ク チ ャ お よび 実 装 に よ っ て

どの程 度 達成 で きた か を中 心 に、 実 験 の結 果 、考 察 、今 後 の 課題 な どを 述 べ る。

15.2実 験 結 果

152.1東 北 地域 デ ー タ を用 い た 実験

UNIXワ ー ク ス テ ー シ ョ ン(Sony社 のNews)を サ ー バ に し てDBE、CSE、UIEを 実 装 、

ま た ク ラ イ ア ン トと し て はUNIXワ ー ク ス テ ー シ ョ ン(Sun社 のSS10)、PC-9800

(OSはMS-DOS、MS-Windows)にCSE、UIEを 実 装 し(図6-4参 照)、 東 北 地 域 の

情 報 産 業 企 業 デ ー タ(東 北 通 商 産 業 局,1993)を 用 い て 、 文 字 デ ー タ 、 静 止 画 を 含 む

約 千 件 の デ ー タ に よ る デ ー タ ベ ー ス を 構 築 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク 環 境 に 東 北 イ ン タ ー ネ ッ

トを 用 い て 運 用 実 験 を 行 っ た 。
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その結 果MineSは 多 種 の ネ ッ ト ワー ク、 端 末 へ の対 応 も可 能 な こ とが わ か っ た。 ま

た、UNIXワ ー クス テー シ ョ ンは も と よ り、Windowsパ ソ コ ンで の動 作 も良 好 で 、 速 度

的 に も両 者 の差 が ほ と ん どな く、十 分 実 用 に耐 え る こ とが わ か っ た。

15.2.2そ の 他

(1)PC-9800、Macintosh間 で のUIEの 動 作 確 認

PC・9800をMineSの シ ス テ ム(C言 語 に よ り記 述)、Macintoshを ユ ーザ 側 の 端 末

(HyperCardに よ り記 述)と 見 な し、UI記 述 言 語 の 定 義 、UIに よ り カ プセ ル化 され た

デ ー タの 送 受 を行 い 、UIEの 動 作 確 認 を行 っ た。

(2)lnterCamに よ る 無 線 転 送 実 験

無 線 転 送 実 験 を 行 っ た こ と に よ り、 同 期/非 同 期 の機 能 を 付 加 す る こ とで転 送 メ デ

ィ アの 一 つ と して扱 う こ とが 可 能 とな っ た。

15.3考 察

15.3.1地 域 デ ー タ 利 用 の 重 要 性

地 域 デ ー タ利 用 の重 要 性 か ら、 パ ー ソ ナル デー タの よ う な 比 較 的 小 規 模 な デ ー タ を

取 り扱 う こ とが で きる こ とが 目標 で あ っ た。 この た め に は次 の よ う な点 が必 要 と な る。

(1)手 軽 に 自作 の デ ー タ を使 用 で きる

(2)手 軽 にMineS用DBを 構1築 で き る。

現 在UIEに よ る デー タ 格 納 ツ ー ル とDBEの 連 携 に よ り、 テ キ ス トと静 止 画 の み で は

あ る がMineSIDBの 構 築 が容 易 にで き る 。 これ に よっ て(1)、(2)を 実 現 で き る

の で、 パ ー ソナ ル デー タ を扱 う こ とが で き る とい う 目標 は 達 す る こ とが で きた。

た だ し、MineS/DBと して格 納 す るデ ー タ はすべ て一 般 的 な テキ ス ト、 お よび 一 般 的

な 画 像 フ ァイ ル な の で 、 ワー プ ロな ど に格 納 され て い る デ ー タな ど を 取 り込 む 際 に デ

ー タ形 式 の 変 換 を行 う か、 行 わず に処 理 す るか 、 な どは これ か らの 課題 で あ る。
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15.3.2'MineSに お け る デ ー タ ベ ー ス 利 用 法

MineSが め ざ す デ ー タ ベ ー ス の 利 用 法 は、 取 り扱 う情 報 に 関 して は 、広 く流 布 す る

た め の 情 報 と、 受 け 手 が さ ら に発 信 者 に な り、 この プ ロ セ ス の繰 り返 しに よ り広 ま っ

て行 く情 報 の2つ で あ っ た。 ま た デ ー タベ ー ス の個 人利 用 を考 え る と 、利 用 者 が 用 い

る端 末 は多種 多様 の もの とな り、 ユ ーザ イ ン ター フ ェー ス は そ れ らの 端 末 に対 応 して

い な け れ ば な らず 、 しか もマ ル チ メ デ ィ アの デー タが 扱 え、 操 作 に も手 軽 さが 要 求 さ

れ る。

これ らの 目標 を達 成 す る に は次 の よ うな こ とが必 要 と な る。

(1)手 軽 に身 近 な コ ン ピ ュー タや パ ソ コ ンか ら利 用 で きる。

(2)操 作 が 容 易 で あ る。

(3)マ ル チ メ デ ィア デ ー タの検 索 、 表示 が で き る。

ワー ク ス テ ー シ ョンや パ ソ コ ンに よる 運 用 実 験 、動 作 確 認 に よ り、 さ ま ざ まな 端 末

そ して 身 近 な コ ン ピュ ー タ で利 用 で き る こ とが わ か っ た 。 よ っ て(1)は 達 成 で き た。

ま た、UI記 述 言 語 の定 義 とUIEに よるUI記 述 言 語 の イ ン タ プ リ タの 実 装 に よ りユ ー ザ

イ ン タ ー フェ ー ス を マ ル チ メ デ ィ ア を扱 え るGUIに した こ とで 、(2) 、(3)も 達

成 で きた。

これ か らは対 応 す る端 末 の 種 類 を増 や して い く こ と、 また 端 末 の性 能 に合 わ せ た表

示 の仕 方 な どを よ り柔 軟 な もの に してい くこ とな どの 課 題 が あ る。

15.3.3MineSに お け る ネ ッ トワ ー ク の 利 用

ネ ッ トワー クの 利 用 に関 し て は 、個 人 も手 軽 に利 用 で きる ネ ッ トワ ー クで 使 え 、 ま

た イ ン ター ネ ッ トで も使 え る とい う 目標 が あ っ た。

これ は 運 用 実 験 と接 続 実験 、 無 線 転 送 実験 に よ り、使 用 で きる ネ ッ トワー クが イ ン

ター ネ ッ トだ け で な く、 モ デ ム を使 っ た シ リ ア ル 回線 そ して無線 な ど多 種 に わ た る こ

とが確 認 さ れ、 個 人 で も手軽 に利 用 で きる ネ ッ トワー ク(た とえ ばパ ソ コ ン通信 な ど)

か らで もMineSが 利 用 で き る こ とが わ か り、 目標 は達 成 され た。

今 後 、 イ ンタ ー ネ ッ トは も と よ り公 衆 回線 を使 っ た ア クセ ス 、 ま た 無 線 に よ る 非 同

期 で の デー タ転 送 な どの運 用 実 験 を進 め てい く必 要 が あ る 。
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15.3.3MineSが 構 築 す る 情 報 環 境(MineSス ペ ー ス)

MineSの 構 築 す る情 報 環境(MineSス ペ ー ズ)は 、次 の こ とを 目標 と して い た。

(a)イ ン タ ー ネ ッ トを 用 い る が 、利 用 者 は特 定 の ネ ッ トワ ー ク や端 末 に依

存 す る こ とな くMineSを 利 用 で き る。

(b)個 人 を対 象 に、地 域 にす で に存 在 す る パ ー ソ ナ ル デ ー タを 用 い た デ ー

タベ ー ス 環境 を提 供 す る。

(c)(a)の ネ ッ トワ ー クを 用 い て 、分 散 した(b)の デ ー タ ベ ー ス を協

調 的 に使 用 す る。

(a)、(b)に つ い て は す で に15.2.1節 、15.2.2節 に よ っ て 目 標 が 達 成 さ

れ た こ と を 述 べ た 。 し か し 、(c)に つ い て 考 え た と き 、 次 の 点 が 必 要 と な っ て くる 。

(1)ユ ー ザ が ネ ヅ トワ ー ク上 に あ る デ ー タ ベ ース の 所 在 を意 識 せず シ ス テ

ム を利 用 で きる。

(2)ネ ッ トワ ー ク上 に 散 在 し て あ る デ ー タベ ー ス か ら引 き出 した情 報 を融

合 させ 、 新 た な情 報 を生 み 出 す こ とが で きる。

(3)利 用 者 が 新 た に デ ー タ ベ ー ス を 構 築 し た とい う情 報 が 、 い ち は や く

MineSス ペ ー ス全 体 に行 き渡 る。

(4)デ ー タベ ー ス利 用 者 同 士 が 相 互 に情 報 を交換 で き る。

(1)に 関 し て は 、UIEが デ ー タベ ー ス の 辞 書 を持 つ こ とで 達 成 さ れ て い る 。 た だ

し、(2)、(3)、(4)に 関 して は 実 装 に よ る検 証 が な さ れ て お らず 、MineSの

め ざす もの を実 現 す る ため に設 計 した アー キ テ ク チ ャが 正 しい か ど う か を確 か め る た

め 、動 作 実 験 を含 め た種 々 の 実験 をす る こ とが今 後 の 課題 で あ る。

15.4ま と め

全 体 的 に は、 設 計 した ア ー キ テ クチ ャ に基 づ く実装 に よ り、MineSの 要 求 定 義 が 満

た され て い る こ とが 確 か め られ た。 また 、UIEの 実装 と運 用 実 験 に よ りUIテ ン プ レー

トの 動 作 を確 認 した こ と、 そ し てユ ーザ メ デ ィア の構 築 が 可能 と な っ た こ と は、 今 後

のMineS開 発 に と っ て非 常 に大 きな意 味 が あ る。
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ま た、 分 散 協 調 に 関 す る ア ー キ テ クチ ャを 実装 に よ り確 か め る こ と が で きて い な い

の は今 後 の 重 要 な課 題 で あ る。 そ の他 の 課題 と して は、 実 際 にユ ーザ が使 用 す る 際 の

使 い や す い ユ ーザ イ ン タ フ ェー ス の実 現 で ま だ 改 良 の余 地 が あ る こ と 、今 後 デ ー タの

増 加 が 予 想 さ れ る た め広 範 囲 の分 散 協 調 型MineSシ ス テ ム を実 現 しな け れ ば な らな い

こ と、 ユ ーザ ー メ デ ィア と して 具 体 的 な例 を 作 成 しなが ら、 ユ ーザ メ デ ィアが も た ら

す効 果 とい う もの を これ か ら もっ と明 らか に してい く必 要 が あ る こ と、 な どが あ る 。
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16展 望

1

16.1は じ め に

この 章 で は 、今 回のMineSプ ロ ト タイ プ 開 発 で得 た 結 果 か ら 、今 後 のMineSの 展 望

お よ びMineSに よ り得 られ る効 果 な どを述 べ る。

16.2今 後 の 展 望

今 後 は ユ ー ザ か らの デ ー タ ベ ー ス ニ ー ズが 高 ま る こ とが予 想 され 、 これ に答 え る た

め にMineSシ ス テ ムで は様 々 なユ ーザ メ デ ィ ア を の せ 、多 くの 人 に使 っ て も ら う よ う

機 能 拡 張 してい く。 この 際 、 シ ス テ ム管 理 者 か らの 一 方 的 な情 報 提 供 で は な く、 ユ ー

ザ側 か らの情報提供 もで きる双方向 のデー タ通信機能 を実現す る予定 であ る。

ネ ッ ト ワー ク の 利 用 に関 し て は、 イ ン ター ネ ッ トで の利 用 だ け で な く、 シ リ ア ル 回

線 で の 利 用 も可 能 と した こ とで 、 パ ソ コ ン通 信 な ど で の 使 用 の 可 能 性 を拓 い た。 使 用

で きる端末 を増や し運 用実験 を進め て行 けば 、パ ソコ ン通信や携帯端 末 か らの ア クセ

ス に よる デ ー タベ ー ス利 用 促 進 が 可 能 とな る。
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多 メ デ ィア対 応 の延 長 と して非 定 型 の デ ー タへ の 拡 張 を し、 例 え ば 新 聞 、 百 科 事 典 、

絵 本 等 を扱 え る よ う に した い。 そ して、 具 体 的 な デー タ ベ ー ス の構 築 と して、 「教 育

用 ソ フ ト事 例 デ ー タ ベ ー ス」(仙 台 市 教 育 セ ン ター保 有 デ ー タ)、 「東 北 地 域 の 動 植

物 デ ー タベ ー ス」 等 を構i築 し、MineSシ ス テ ム の適 用 を広 げ て い きた い 。

ま た、UIは デバ イス に依 存 し な い ため 、 今 後対 応 し て い く端 末 の 中 に点 字 デ ィ ス プ

レイ 等 を も含 め、 障 害 者 へ の 対 応 も考 え て い きたい 。
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17 お わ りに

MineSの 開発 は、 地域 に既 に存 在 す る小 規 模 な 、 しか し、 有 用 で 質 の高 い情 報 を活

か し、 地 域 社 会 の活 性 化 につ な げ る こ とは で きない だ ろ うか 、 とい う ご く素 朴 で 自然

な想 い か ら出 発 した。 開発 の 過程 で私 た ち は数 々の 議 論 を し、 さ ま ざ ま な問 に対 す る

答 え を見 い 出 して きた 。 しか し、 それ とま た 同 じ くらい 多 くの 課 題 を与 え られ た の も

事 実 で あ る。

こ れ まで 報 告 書 の 中 で も述 べ て き た よ う に、今 回 の 開発 で得 ら れ た成 果 は私 た ち に

と っ て決 して 満足 の す べ き もの で は な く、積 み残 した 問題 も多 い 。 が ま た、急 速 に発

展 しつ つ あ る 高度 情 報 化 社 会 に対 して 一 石 を投 じる結 果 とな った の で は ない か 、 と 自

負 も して い る。MineSの 大 きな ター ゲ ッ トと して の イ ン ター ネ ッ トは 、 そ こで 提供 さ

れ る サ ー ビス の質 と量 、 そ して そ れ を支 え る ヅ ー ル の充 実 が普 及 の カ ギ を握 って い る。

今 後 は 、MineSに 与 え られ た課 題 を い か に克 服 し、 いか にMineSを 広 め て ゆ くか 、 が

私 た ち の役 目 で あ る。

最 後 に 、DeLisを 提 供 して 下 さ っ た(財)仙 台 応用 情 報 学研 究 振 興 財 団 、 ネ ッ トワー

ク環 境 を提 供 して下 さ っ た東 北 イ ン ター ネ ッ ト協 議会 、 そ して、 快 くMineS開 発検 討

委 員 を お引 き受 け 下 さ っ た方 々 に謝 辞 をお く り しめ く く りと した い。
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